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Ⅰ．予算の全体概要

１．配分方針

（１）平成２９年度国土交通省関係予算については、水害・土砂災害や巨大地

震等に備えるための防災・減災、老朽化対策、「成長と分配の好循環」に

よる成長力の底上げと地方創生の実現など我が国が直面する課題に緊急

に取り組むため、「被災地の復旧・復興」、「国民の安全・安心の確保」、「生

産性向上による成長力の強化」及び「地域の活性化と豊かな暮らしの実

現」の４分野に重点化するための経費並びに公共工事の施工時期の平準

化等のための国庫債務負担行為を計上したところです。

（２）また、今後の社会資本整備に当たっては、特に、生産性向上を導く社会

資本のストック効果を重視することにより、我が国の経済成長を支えて

いくことが重要です。

このため、国土交通省では、平成２９年を生産性革命「前進の年」とし、

これまでに選定された２０の「生産性革命プロジェクト」の更なる具体

化を進めるとともに、その基礎にある「生産性革命」の考え方を施策全

般に組み込んでいくこととしています。

（３）以上のような点を踏まえ、一般公共事業等予算の配分に当たっては、

・水防災意識社会の再構築に向けた水害対策や土砂・火山災害対策の推進

・インフラ老朽化に対応する戦略的な維持管理・更新の推進

・地域における総合的な防災・減災対策、老朽化対策等に対する集中的支

援（防災・安全交付金）

・効率的な物流ネットワークの強化

・首都圏空港、国際コンテナ戦略港湾の機能強化

・成長の基盤となる社会資本整備の総合的支援（社会資本整備総合交付金）

・ストレスなく快適な旅行環境の整備

・人口減少等を見据えた「コンパクト・プラス・ネットワーク」の形成

・子育て世帯や高齢者世帯が安心して暮らせる住まいの確保

などについて、地域の実情や要望、社会資本のストック効果等を勘案し、

配分を行います。
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２．中国地方整備局の予算の規模

中国地方整備局関係予算総事業費 ４，５８２億円 (前年比０.９８倍)

うち 直轄事業費 １，７３１億円(前年比１.０１倍)

補助事業費 ２，８５１億円(前年比０.９６倍)

＜内 訳＞

・河川関係 ４１３億円

・道路関係 １，３７９億円

・港湾空港関係 １５１億円

・都市・住宅関係 ９６億円

・営繕関係 ２億円

・社会資本総合整備 ２，５４０億円

国土交通省全体事業費 ７兆６,８１０億円(前年比１．０１倍)

うち 直轄事業費 ２兆４,５１８億円(前年比１.００倍)

補助事業費 ５兆２,２９２億円(前年比１.０１倍)

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは一致しないものがある。

※港湾及び海岸（港湾分）には、下関市関係を含まない。

※社会資本総合整備に配分されている事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。

３．中国地方整備局の予算の概要
※［ ］内は事業費（直轄＋補助）、（ ）内は対前年度比

【県名・○○直轄】又は【県名・○○補助（○○市）※( )は事業主体が市の場合に記載】

＜河川関係＞［４１３億円（０.９５）］
気候変動に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災害や切迫する大規模地震

に対し、ハード・ソフト一体となった予防的対策や、平成２６年８月豪雨

による広島市の土砂災害等、甚大な被害が発生した地域における再度災害

防止対策等の取組を推進するとともに、管理施設の老朽化に対応するため、

長寿命化計画策定を通じたトータルコストの縮減を図る等の取組を推進す

るほか、既存施設の有効活用について候補箇所を調査するなど、ダム再生

を推進する調査を実施します。

また、賑わい、美しい景観、豊かな自然環境を備えた水辺を創出し魅力

あるまちづくりを支援します。
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◇平成２９年度主な新規着手事業

太田川河川都市基盤整備事業（亀山地区）

（緊急対策特定区間） 【広島県・河川直轄】

◇平成２９年度主な完成予定事業

斐伊川一般河川改修事業（葭津地区） 【鳥取県・河川直轄】

高梁川一般河川改修事業（乙島地区） 【岡山県・河川直轄】

江の川総合水系環境整備事業（甲立（甲田）箇所）

【広島県・河川直轄】

江の川上流一般河川改修事業（門田地区）

【広島県・河川直轄】

太田川流域治水整備事業（矢口川総合内水緊急対策事業）

【広島県・河川直轄】

根谷川支川９９特定緊急砂防事業（広島県）

【広島県・河川補助】

＜道路関係＞［１，３７９億円（１．０２）］
直轄事業については、国民の命と暮らしを守る代替性の確保や地域活

性化に資する道路ネットワークによる地域・拠点の連携確保、また、我

が国の成長力を確保する物流ネットワークなど基幹ネットワークの整備

を図るため、大きなストック効果の発現が見込まれる道路整備に重点投

資するなど、計画的な事業実施に取り組みます。また、安全・安心の確

保のための交通事故対策や無電柱化の推進などの局所的な対策について

も計画的な事業実施に取り組みます。

道路の維持修繕については、道路を常時良好な状態に保つため、巡回、

清掃、除草、除雪等の維持作業や、定期点検及びその結果に基づく橋梁、

トンネル等の計画的な修繕、緊急輸送道路の防災・震災対策、積雪寒冷

地域等における雪寒対策を実施します。

補助事業については、地域高規格道路の整備、ＩＣアクセス道路及び

大規模修繕・更新等に関する予算を計上しています。また、平成２９年

度よりスマートＩＣの整備と合わせて行われるアクセス道路の整備に対

し取り組みます。

◇平成２９年度主な新規着手事業

山陰道 北条道路 【鳥取県・道路直轄】

一般国道191号 木与防災 【山口県・道路直轄】

北条湯原道路 一般国道313号 北条倉吉道路(延伸)

【鳥取県・道路補助】

美作岡山道路 一般国道374号 英田湯郷道路

【岡山県・道路補助】
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◇平成２９年度主な完成予定事業

山陰道 浜村鹿野温泉IC(仮称)

～青谷IC〔鳥取西道路〕【鳥取県・道路直轄】

山陰道 朝山IC(仮称)～大田IC(仮称)

〔朝山・大田道路〕 【島根県・道路直轄】

美作岡山道路 瀬戸IC～熊山IC

〔（主）佐伯長船線〕 【岡山県・道路補助】

美作岡山道路 佐伯IC～吉井IC

〔（主）岡山吉井線〕 【岡山県・道路補助】

◇平成２９年度の道路調査の見通しについて

個別路線の事業化に向けて、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。

主な調査箇所は、下記のとおりです。

【主な調査箇所】

概略ルート・構造の検討（計画段階評価を進めるための調査）

島根県・山口県 山陰道 小浜～田万川

山口県 山陰道 大井～萩

鳥取県 鳥取豊岡宮津自動車道 鳥取～福部

山口県 山陰道 三隅～長門

山口県 国道188号 岩国市（藤生～長野付近）

その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の

課題等を調査し、優先区間の検討や地域の道路網の中での必要性・整備効果の整理

等を進めます。

また、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベ

ルを把握するためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、

妥当性に関する基礎的な調査を実施します。

＜道路調査の流れ＞
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＜港湾空港関係＞［１５１億円（０．９５）］
資源・エネルギーの安定的かつ安価な輸入のための拠点機能の強化、地

域の基幹産業を支える産業物流の効率化等を図ります。

また、高潮に備えた港湾海岸の整備や港湾施設、海岸保全施設及び空港

の老朽化対策の推進により、安全・安心な暮らしと持続可能な経済社会

の基盤を確保します。

◇平成２９年度主な新規着手事業

水島港国際物流ターミナル整備事業 【岡山県・港湾直轄】等

◇平成２９年度主な完成予定事業

浜田港臨港道路整備事業 【島根県・港湾直轄】等

＜都市・住宅関係＞［９６億円（０．８５）］
国営備北丘陵公園の適切な運営管理を実施するとともに、公園施設の老

朽化対策を推進します。

補助事業では、大規模建築物等の耐震診断・改修を推進するとともに、

子育て世帯等の多様な世帯が安心して健康に暮らすことができるよう既存

住宅団地の再生に向けた取組及び、市区町村と民間事業者等が連携して実

施する総合的な空き家対策（空家等の活用、除却及びこれに関連する取

組）等を推進します。

＜営繕関係＞［１．８億円（１．６７）]
災害応急対策活動の拠点としての所要の耐震性能を満たしていない官庁

施設について、人命の安全の確保と防災機能の強化を図るため、官庁施設

の耐震化対策を実施します。

また、既存官庁施設において、来訪者等の安全の確保と行政サービスの

円滑な提供に最低限必要な施設の性能を確保するため、経年劣化が著しい

部位等について、緊急的な改修事業を実施します。

◇平成２９年度主な新規着手事業

広島第２地方合同庁舎の耐震化対策 【広島県・営繕直轄】等

鳥取地方検察庁の老朽化対策 【鳥取県・営繕直轄】等
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＜社会資本総合整備事業関係＞［２，５４０億円（０．９６）］
※「社会資本総合整備事業」は、「社会資本整備総合交付金」、「防災・安全交付金」

をいう。

社会資本総合整備事業については、地方公共団体等が作成した社会資

本総合整備計画に基づき、同計画の目標を実現するための事業に対し、

地方公共団体の要望を踏まえ、下記の方針のとおり所要額を配分します。

ストック効果を高めるアクセス道路の整備、重要交通網にかかる箇所

における土砂災害対策事業、ＰＰＰ/ＰＦＩの活用による民間投資の誘発

を促進する事業、立地適正化計画に適合する事業など、別添「社会資本

整備総合交付金、防災・安全交付金における配分の考え方」（国土交通

省HP－政策・法令・予算－予算・決算・税制等－平成29年度予算

「http://www.mlit.go.jp/page/kanbo05_hy_001196.html」の社会

資本整備総合交付金を参照）に記載する事業に特化して策定される整備

計画等に対して重点配分を行います。
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４．平成２９年度　中国地方整備局予算総括表

　（１）全体総括表

【事業費】 （単位：百万円）

本省配分 一括配分 計（ａ） 本省配分 一括配分 計（b） 本省配分 一括配分 計

　治　　水 25,486 14,221 39,707 27,973 13,906 41,879 0.948 32 2,917 2,949

　　　直　　轄 18,274 14,221 32,495 18,630 13,906 32,536 0.999 32 2,917 2,949

　　　補　　助 7,212 0 7,212 9,343 0 9,343 0.772

　海　　岸 1,604 0 1,604 1,612 0 1,612 0.995 0 0 0

　　　直　　轄 1,604 0 1,604 1,612 0 1,612 0.995 0 0 0

　道　　路 89,897 48,025 137,922 95,268 39,523 134,791 1.023 4,421 1,470 5,891

　　　直　　轄 76,587 48,025 124,612 82,985 39,523 122,508 1.017 4,421 1,470 5,891

　　　補　　助 13,310 13,310 12,283 0 12,283 1.084

　港湾整備 12,908 656 13,564 14,282 320 14,602 0.929 750 0 750

　　　直　　轄 11,811 0 11,811 13,038 0 13,038 0.906 750 0 750

　　　補　　助 1,097 656 1,753 1,244 320 1,564 1.121

　空港整備 456 0 456 262 0 262 1.740 0 0 0

　　　直　　轄 456 0 456 262 0 262 1.740 0 0 0

　住宅対策 220 6,368 6,588 146 9,198 9,344 0.705 0 0 0

　　　補　　助 220 6,368 6,588 146 9,198 9,344 0.705

　市街地整備 2,226 0 2,226 1,177 0 1,177 1.891 0 0 0

　　　補　　助 2,226 0 2,226 1,177 0 1,177 1.891

　都市水環境整備 284 797 1,081 4 793 797 1.357 0 15 15

　　　直　　轄 284 797 1,081 4 793 797 1.357 0 15 15

　国営公園等 816 0 816 813 0 813 1.004 0 0 0

　　　直　　轄 816 0 816 813 0 813 1.004 0 0 0

　　　補　　助 0 0 0 0 0 0 --

　社会資本整備総合交付金 83,724 0 83,724 92,656 0 92,656 0.904 0 0 0

　　　補　　助 83,724 0 83,724 92,656 0 92,656 0.904

　防災・安全交付金 170,288 0 170,288 171,524 0 171,524 0.993 0 0 0

　　　補　　助 170,288 0 170,288 171,524 0 171,524 0.993

　一般公共計 387,908 70,067 457,975 405,716 63,740 469,456 0.976 5,203 4,402 9,605

　　　直　　轄 109,832 63,043 172,875 117,343 54,222 171,566 1.008 5,203 4,402 9,605

　　　補　　助 278,077 7,024 285,101 288,373 9,518 297,891 0.957

　官庁営繕 0 177 177 0 106 106 1.670 0 0 0

　　　直　　轄 0 177 177 0 106 106 1.670 0 0 0

　 合　　計 387,908 70,244 458,152 405,716 63,846 469,562 0.976 5,203 4,402 9,605

　　　直　　轄 109,832 63,220 173,052 117,343 54,328 171,672 1.008 5,203 4,402 9,605

　　　補　　助 278,077 7,024 285,101 288,373 9,518 297,891 0.957

※計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。

※港湾及び海岸（港湾分）には、下関市関係を含まない。

※本省配分とは本省において全国的な観点から箇所付けを行うもの

※一括配分とは本省配分以外の事業について、地方整備局が管轄区域内において主体的に箇所付けを行うもの

※社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金に配分されている事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。

※ゼロ国債とは、当該年度の支出はゼロであるが年度内に契約発注が可能となる国庫債務負担行為である。

（ａ／ｂ）区　　分
平成２９年度 前年度

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）
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（２）補助事業　県別内訳表

(事業費ベース 単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 0 0 0 1,868 0 1,868 20 0 20

道 路 2,782 0 2,782 0 0 0 4,980 0 4,980

港 湾 整 備 0 0 0 110 638 748 137 0 137

住 宅 対 策 0 426 426 220 942 1,162 0 1,544 1,544

市 街 地 整 備 0 0 0 0 0 0 2,004 0 2,004

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 10,261 0 10,261 14,792 0 14,792 15,442 0 15,442

防災・安全交付金 22,897 0 22,897 29,683 0 29,683 28,385 0 28,385

合 計 35,940 426 36,366 46,673 1,580 48,253 50,968 1,544 52,512

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 120 0 120 5,204 0 5,204 7,212 0 7,212

道 路 4,348 0 4,348 1,200 0 1,200 13,310 0 13,310

港 湾 整 備 390 18 408 460 0 460 1,097 656 1,753

住 宅 対 策 0 2,030 2,030 0 1,426 1,426 220 6,368 6,588

市 街 地 整 備 14 0 14 208 0 208 2,226 0 2,226

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 22,986 0 22,986 20,243 0 20,243 83,724 0 83,724

防災・安全交付金 49,200 0 49,200 40,122 0 40,122 170,287 0 170,287

合 計 77,058 2,048 79,106 67,437 1,426 68,863 278,076 7,024 285,100

　　　※計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。

岡　山　県

合　　　計広　島　県 山　口　県

鳥　取　県 島　根　県
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○河川事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

千代川一般河川改修事業（徳吉（八日市）地区） 河川 直轄 － 河－1

天神川一般河川改修事業（米積地区） 河川 直轄 － 河－2

日野川一般河川改修事業（青木地区） 河川 直轄 － 河－3

斐伊川一般河川改修事業（葭津地区） 河川 直轄 H29完成予定 河－4

斐伊川総合水系環境整備事業（中海・宍道湖） 河川 直轄 － 河－5

大山山系直轄火山砂防事業 河川 直轄 － 河－6

皆生海岸　直轄海岸保全施設整備事業 河川 直轄 － 河－7

斐伊川一般河川改修事業（大橋川地区） 河川 直轄 － 河－8

江の川下流一般河川改修事業（八神地区） 河川 直轄 － 河－9

江の川土地利用一体型水防災事業（川平地区） 河川 直轄 － 河－10

高津川一般河川改修事業（河成地区） 河川 直轄 － 河－11

吉井川一般河川改修事業（九蟠地区） 河川 直轄 － 河－12

旭川一般河川改修事業（大規模）（旭川放水路） 河川 直轄 － 河－13

旭川総合水系環境整備事業（岡山城箇所） 河川 直轄 － 河－14

高梁川一般河川改修事業（乙島地区） 河川 直轄 H29完成予定 河－15

高梁川一般河川改修事業（大規模）（小田川合流点付替え） 河川 直轄 － 河－16

芦田川一般河川改修事業（父石地区） 河川 直轄 － 河－17

江の川上流一般河川改修事業（門田地区） 河川 直轄 Ｈ29完成予定 河－18

江の川総合水系環境整備事業（甲立（甲田）箇所） 河川 直轄 Ｈ29完成予定 河－19

広島市街地の高潮対策事業 河川・港湾 直轄 －
河－20
港－5

太田川河川都市基盤整備事業（緊急対策特定区間）（亀山地区） 河川 直轄 H29新規 河－21

太田川流域治水整備事業（矢口川総合内水緊急対策事業） 河川 直轄 Ｈ29完成予定 河－22

小瀬川一般河川改修事業（中津原・小瀬地区） 河川 直轄 － 河－23

広島西部山系直轄砂防事業 河川 直轄 － 河－24

広島西部山系直轄特定緊急砂防事業 河川 直轄 － 河－25

根谷川支川９９特定緊急砂防事業（広島県） 河川 補助 広島県 H29完成予定 河－26

佐波川一般河川改修事業（奈美地区） 河川 直轄 － 河－27

佐波川総合水系環境整備事業（新橋箇所） 河川 直轄 － 河－28

○道路事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

山陰道　鳥取西道路 道路 直轄
H29完成予定

（浜村鹿野温泉IC(仮
称)～青谷IC）

道－1

山陰道　北条道路 道路 直轄 H29新規 道－2

一般国道１８３号　鍵掛峠道路 道路 直轄 － 道－3

北条湯原道路　一般国道３１３号　北条倉吉道路(延伸)　 道路 補助 鳥取県 H29新規 道－4

山陰道　出雲～仁摩間 道路 直轄
H29完成予定
(朝山IC(仮称)～
大田IC(仮称)）

道－5

山陰道　福光・浅利道路 道路 直轄 － 道－6

山陰道　三隅・益田道路 道路 直轄 － 道－7

一般国道９号　出雲郷東交差点改良 道路 直轄 H29新規 道－8

一般国道２号　玉島・笠岡道路、笠岡バイパス 道路 直轄 － 道－9

事業別一覧表
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事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

一般国道１８０号　岡山環状南道路 道路 直轄 － 道－10

一般国道２号　西大寺中野IC改良 道路 直轄 H29完成予定 道－11

美作岡山道路　一般国道３７４号　英田湯郷道路 道路 補助 岡山県 H29新規 道－12

美作岡山道路　(主)佐伯長船線、(主)岡山吉井線 道路 補助 岡山県・岡山市
H29完成予定

（瀬戸IC～熊山IC）
（佐伯IC～吉井IC）

道－13

一般国道2号　安芸バイパス、東広島バイパス 道路 直轄 － 道－14

一般国道２号　道照交差点改良 道路 直轄 H29新規 道－15

一般国道２号　新本郷橋修繕 道路 直轄 － 道－16

(市)津之郷４号線（福山SAスマートICアクセス道路） 道路 補助 福山市 H29完成予定 道－17

(市)原志和東線　八本松大橋（大規模修繕・更新） 道路 補助 東広島市 H29新規 道－18

山陰道　長門・俵山道路、俵山・豊田道路 道路 直轄
H31完成予定

（俵山IC(仮称)～
長門IIC(仮称)）

道－19

一般国道１９１号　木与防災 道路 直轄 H29新規 道－20

一般国道１９１号　西深川歩道整備 道路 直轄 H29完成予定 道－21

一般国道１９０号　山陽小野田電線共同溝 道路 直轄 － 道－22

トラック・バス渋滞ポイントにおける対策 道路 － － － 道－23

○港湾・空港整備事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

境港ふ頭再編改良事業 港湾 直轄 － 港－1

浜田港臨港道路整備事業 港湾 直轄 H29完成予定 港－2

河下港国内物流ターミナル整備事業 港湾 補助 島根県 － 港－3

水島港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 － 港－4

広島市街地の高潮対策事業 河川・港湾 直轄 －
河－20
港－5

広島港ふ頭再編改良事業 港湾 直轄 － 港－6

海洋環境整備事業 港湾 直轄 － 港－7

広島空港滑走路改良整備事業 空港 直轄 － 港－8

岩国港臨港道路整備事業 港湾 直轄 － 港－10

港湾施設の老朽化対策事業（広島港、呉港） 港湾 直轄 － 港－11

バリアフリー対応旅客施設整備事業（厳島港） 港湾 補助 広島県 － 港－12

○営繕事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

鳥取地方検察庁の老朽化対策 営繕 直轄 H29完成予定 営－1

広島第２地方合同庁舎の耐震化対策 営繕 直轄 H33完成予定 営－2
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千代川一般河川改修事業 事業費２２０百万円 河-1

事業推進

４．期待される整備効果

千代川水系の徳吉（八日市）地区では、固定堰による洪水時の水位のせき上げや堆積土砂

により河川の流下能力が不足しています。

このため、 平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョ

ン」の取組の一環として、河道掘削を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県
事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市河原町八日市地先

３．平成２９年度 予定事業内容

千代川徳吉（八日市）地区において、河道掘削に伴う

八日市堰の改修を実施します。

せんだいがわ

※千代川水系全体

とっとり かわはらちょう ようかいち

河道掘削等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和５４年１０月洪水（戦後最大の洪水）が
再び発生した場合においても、浸水被害の防止が図られます。

（徳吉（八日市）地区）
と く よ し

せんだいがわ とくよし ようかいち

よ う か い ち

せんだいがわ とくよし ようかいち

八日市堰（改修）

＜河道掘削横断図＞

＜掘削状況写真＞

▽計画高水位

河道掘削

JR国英駅

←千代川

掘削範囲

ようかいち
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天神川一般河川改修事業 事業費２８６百万円 河-2

事業推進

４．期待される整備効果

天神川支川国府川の中流部にある米積地区は、固定堰による洪水時の水位のせき上げや

河川内に堆積した土砂等により河川整備計画の目標に対し流下能力が不足しています。

このため、平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョ

ン」の取組の一環として、河道掘削を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県倉吉市米積地先

３．平成２９年度 予定事業内容

てんじんがわ

※天神川水系全体

くらよし よなづみ

河道掘削等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和３４年９月洪水（戦後最大の洪水）が再
び発生した場合においても、浸水被害の防止が図られます。

国府川米積地区において、河道掘削に伴う才ヶ崎堰の

改修を実施します。

こうがわ よなづみ

（米積地区）
よなづみ

てんじんがわ こうがわ よなづみ

国府川

よなづみ

番田橋

才ヶ崎堰

松ノ木頭首工

さいがさき

米積橋

ばんた

＜河道掘削横断図＞

▽計画高水位

河道掘削

▽平水位

＜掘削状況写真＞

－ 18 －



日野川一般河川改修事業 事業費２８４百万円 河-3

事業推進

４．期待される整備効果

日野川支川法勝寺川は全川にわたって流下能力が低く、下流部の破堤時には米子市街地に

甚大な被害が想定されます。さらには、支川小松谷川合流部では法勝寺川の影響等による内

水被害が過去１０年間で４回発生しており、流下能力向上並びに内水被害軽減のための緊急的

な対策が必要です。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」

の取組の一環として、堤防整備等を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県米子市青木地先

３．平成２９年度 予定事業内容

法勝寺川青木地区において、護岸整備等を実施し

河道内の対策を完了させます。

ひ の が わ

※日野川水系全体

よ な ご あ お き

堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和３４年９月洪水（戦後最大の洪水）が

再び発生した場合においても、浸水被害の防止が図られます。

（青木地区）
あ お き

ほっしょうじがわ あおき

ほっしょうじがわ

こまつだにがわ

法
勝
寺
川

日
野
川

米子市街

日本海

：氾濫区域

第一青木橋第二青木橋

背
割
堤

背割堤の整備状況
（新青木橋より背割堤整備箇所を望む）
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斐伊川一般河川改修事業 事業費３，２０７百万円 河-4

事業完了

４．期待される整備効果

中海の葭津地区は、背後地の米子きたろう空港及び周辺地区の地盤高が低い地区ですが、中海

の湖岸堤が未整備であり、近年高潮による浸水被害（平成１４年、平成１５年、平成１６年）を頻繁に

受けています。

このため、平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の

取組の一環として、堤防整備等を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県米子市葭津地先

３．平成２９年度 予定事業内容

中海 葭津地区において、堤防整備に伴う樋門整備を実施します。

ひ い か わ

※斐伊川水系全体

よなご よしづ

堤防整備を実施することで、河川整備計画の目標である平成１５年９月高潮（既往最高水位）が再び発
生した場合においても、家屋の浸水被害の防止が図られます。

（葭津地区）
よ し づ

なかうみ よしづ

なかうみ よしづ

米子きたろう空港

樋門 N＝１基

工事の進捗状況
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平面図

平成２９年度 実施予定箇所

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

浅場造成・覆砂により、生物の生息環境が改善され、自然が本来もつ浄化機能を回復して湖内の
水質浄化を図るとともに、湖岸の景観も向上します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県米子市錦海町～島根県松江市宍道町地先

３．平成２９年度 予定事業内容

中 海 ：浅場造成 L=１７０ｍ 、 覆砂 A=８０千ｍ2

宍道湖 ： 浅場造成 L=２００ｍ

覆 砂浅場造成

宍道湖

中海

美保湾

日本海

大橋川

境水道

松江市

安来市

境港市

米子市

出雲市

斐伊川総合水系環境整備事業 事業費５２４百万円 河-５
ひ い か わ

なかうみ しんじこ
※斐伊川水系全体

浅場造成

（中海・宍道湖）

よなご きんかいちょう まつえ しんじちょう

整備前

整備後

（中海 浅場造成)

生物の生息成育環境の創出

事業推進

斐伊川水系斐伊川の中海・宍道湖は、ラムサール条約に登録された地域の観光資産ですが、水

質の観測が始まった昭和48年頃から、環境基準を満足していない状態が続いています。また、赤

潮・アオコといった富栄養化現象が発生するとともに、夏場を中心に湖底付近に貧酸素水塊が形成

され、湖の生態環境に大きな影響を与えています。

このため、水質改善、沿岸環境改善を目的として、沿岸域において浅場の整備を実施するとともに、

中海の底質が悪い箇所には覆砂を実施することにより、湖の自然浄化機能を向上させ、水質浄化を

図ります。また、これらの整備により湖に近づきやすい環境が整備され、良好な水辺空間の形成に

よる観光地としての魅力の向上に繋げます。
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大山山系直轄火山砂防事業 河-５
だい せん さん けい

事業費１，１８９百万円

大山山系は火山岩等の脆弱な地質が分布し、荒廃が激しく、山麓斜面には侵食されやすい火山

堆積物や周辺には風化が進んだ花崗岩が厚く堆積しており、土砂流出による災害発生の危険性が

高いため、下流域を土砂流出に伴う洪水氾濫から保全することを目的として砂防堰堤等の整備を実

施しています。

砂防施設の整備により、米子市・倉吉市等の下流市街地において、土砂を起因とする洪水氾濫
の防止・軽減を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

大山山系（天神川） ： 鳥取県倉吉市、東伯郡三朝町

大山山系（日野川） ： 鳥取県西伯郡伯耆町、日野郡江府町

４．期待される整備効果

３．平成２９年度 予定事業内容

天神川水系及び日野川水系において砂防堰堤等の整備を実施します。

河-6

野添５号砂防堰堤において、土砂災害の軽減及び小鴨川への土
砂流出の抑制を目的として、砂防施設整備を促進します。

事業推進

てんじんがわ

さいはく ほうきちょう

とうはく みささちょう

ひの こうふちょうひのがわ

くらよし

日光砂防堰堤において土砂災害の軽減及び
日野川への土砂流出の抑制を目的として、砂
防施設整備を促進します。

日光砂防堰堤
にっこう

※その他 天神川水系においてCCTVカメラを３箇所整備

野添５号砂防堰堤
のぞえ
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日
野
川

皆生工区

土砂採取地点

土砂搬入地点

皆生海岸 直轄海岸保全施設整備事業 河-7
か い け

事業費５３９百万円

皆生海岸は、「かんな流し」の衰退等に伴い日野川からの流出土砂が減少したことから著しい侵食

が生じています。背後には皆生温泉や住宅密集地があり、国道４３１号線沿いには家屋や商業店が

多数進出し人口も集中していることから、砂浜を保全するために沖合施設の設置や養浜を実施して

います。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県米子市皆生地先～境港市新屋町地先

３．平成２９年度 予定事業内容

皆生海岸の侵食対策として、富益工区において人工リーフ改良を実施します。

また、両三柳工区において養浜と富益地区において砂浜を保全するサンドリサイクルを実施します。

サンドリサイクル施工前 サンドリサイクル施工後

海岸侵食による被害を防止するとともに、利用者が安心して快適に利用できる自然豊かな砂浜を保

全します。

４．期待される整備効果

事業推進

よなご かいけ さかいみなと にいやちょう

国道431号

米子市
H28年度まで

凡 例

H29年度予算

Ｈ30年度以降

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

養浜

とみます

りょうみつやなぎ
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斐伊川一般河川改修事業 事業費３，２０７百万円 河-8

事業推進

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県松江市福富町～松江市東茶町地先

３．平成２９年度 予定事業内容

ひ い か わ

おおはしがわ ※斐伊川水系全体

堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が
再び発生した場合においても、家屋の浸水被害の防止が図られます。

大橋川において、築堤、水門・排水機場の整備、用地補償等を実施します。

H18.7浸水状況：東本町（松江市）

大橋川は「水の都松江」を象徴する風情ある水辺景観を醸し出す川である反面、沿川は堤防が未

整備であるとともに、上下流の２箇所に狭窄部を抱えるため、戦後最大の浸水被害が発生した昭和

47年7月豪雨や、平成18年7月豪雨により、山陰地方の中心都市である県都松江の中心市街地が浸

水するなど、甚大な被害が発生しました。

このため、平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の

取組の一環として、堤防整備等を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

H18.7浸水状況（松江市追子地区）

（大橋川地区）

まつえ ふ く とみちょ う まつえ ひがしちゃまち

おおはしがわ

中海

宍道湖

大橋川

おおはしがわ
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４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県江津市松川町地先

３．平成２９年度 予定事業内容

江の川下流の八神地区は堤防が未整備であり、昭和４７年７月洪水では１１７戸の家屋浸水被害

が発生し、平成１１年６月洪水においても１戸の家屋浸水被害が発生しています。

このため、平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取

組の一環として、堤防整備等を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

事業推進

江の川下流一般河川改修事業 事業費５３２百万円 河-9
ごうのかわ

やかみ ※江の川下流全体

堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）
が再び発生した場合でも、家屋の浸水被害の防止が図られます。

ごうつ まつかわちょう

（八神地区）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ごう の かわ やかみ

江の川下流八神地区において、築堤護岸、樋門・揚水施設の整備、用地補償 等を実施します。

ごう の かわ や かみ

八神地区堤防整備区間

▽計画高水位

▽H11年6月洪水水位

築堤

＜堤防整備のイメージ＞
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４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県江津市川平町地先

３．平成２９年度 予定事業内容

川平地区において、築堤護岸、用地補償 等を実施します。

江の川下流の川平地区は、堤防が未整備のため昭和４７年７月洪水では５８戸の家屋浸水被害が

発生し、近年でも平成１１年６月洪水で１０戸、平成１８年７月洪水で１０戸の家屋浸水被害が発生し

ています。

このため、地域の土地利用状況等に配慮し、地域住民合意のもと、宅地嵩上げを主体とする土地

利用一体型水防災事業により家屋浸水被害の防止を図ります。

事業推進

江の川土地利用一体型水防災事業 事業費６２２百万円 河-10
ごうのかわ

かわひら

河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合でも、家
屋の浸水被害の防止が図られます。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

（川平地区）

ごうつ かわひらちょう

かわひら

ごう かわ かわひら

【土地利用一体型水防災事業のイメージ図】

現 状
洪水時

土地利用一体型水防災事業

宅地の嵩上げにより家屋浸水を防止

洪水時

江の川→

松
川
橋

宅地嵩上げ整備箇所（松川橋付近）
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４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県益田市安富町地先

３．平成２９年度 予定事業内容

高津川河成地区において、河道掘削を実施します。

高津川の河成地区は河川内に堆積した土砂等の影響により河川整備計画の目標に対し流下能力

が不足しています。

このため、平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取

組の一環として、河道掘削等を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

事業推進

高津川一般河川改修事業 事業費１５８百万円 河-11
たかつがわ

こうなり ※高津川水系全体

河道掘削等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）
が再び発生した場合でも、家屋の浸水被害の防止が図られます。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

（河成地区）

ますだ やすどみちょう

たかつがわ こうなり

たか つ がわ

▽計画高水位

河道掘削

＜河道掘削横断図＞

＜掘削状況写真＞

←高津川

▽平常水位
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吉井川一般河川改修事業

事業推進

４．期待される整備効果

吉井川の河口部である岡山平野は干拓により形成されたゼロメートル地帯であり、高潮による浸水被

害を受けやすく、また、大規模な地震による液状化現象が発生した場合には、堤防等が沈下・崩壊する

可能性があり、河川水や海水の流入により、甚大な浸水被害が発生する恐れがあります。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組

の一環として、高潮堤防整備を実施するとともに、堤防耐震対策を一体的に実施し、早期に治水安全度

の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

高潮堤防の整備により、既往最大の高潮（平成１６年８月）が再び発生した場合においても、浸水被害
が防止されます。また、大規模地震時における液状化等による堤防の被災を軽減することで、堤内地
への河川水等のはん濫による二次被害が軽減されます。

岡山県岡山市東区九蟠地先

３．平成２９年度予定事業内容

吉井川の九蟠地区において、堤防耐震対策、用地補償を実施します。

よ し い が わ

事業費３００百万円
河-12

２．事業箇所

１．事業の必要生及び概要

※吉井川水系全体

おかやま ひがし くばん

（九蟠地区）
くばん

よしいがわ

よしいがわ くばん

工事の進捗状況

吉井川
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４．期待される整備効果

旭川放水路（百間川）は、岡山市街地を洪水被害から守るため、昭和４５年度から抜本的な河川改

修（大規模工事）に着手し、平成９年には堤防が概成、平成２６年度には河道の整備、河口水門の増

設が完了しています。

今後は、旭川と百間川の適切な洪水分派機能を確保するための分流部の改築を実施し、早期に安

全性の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

適切な洪水分流機能の確保により、旭川及び旭川放水路（百間川）における浸水被害の防止・軽減
が図られます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県岡山市中区今在家地先

３．平成２９年度 予定事業内容

旭川放水路（百間川）の分流部において、分流堰、護岸等の整備を実施します。

旭川一般河川改修事業（大規模） 事業費９１８百万円
河-13

あさひがわ

事業推進

いまざいけ

（旭川放水路）

ひゃっけんがわ

おかやま なか

あさひがわほうすいろ

完成イメージ

東西中島地区

後楽園
岡山城

ＪＲ岡山駅

百間川河口水門

瀬戸内海

操山

現地状況（H29.3撮影）
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広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

旭川水系旭川の岡山城箇所は、岡山市中心部に位置し、日本三名園のひとつである後楽園や岡山城

等の歴史的な文化施設が集中し、対岸の古京（下流）箇所とあわせて住民や多くの観光客で賑わう地

域です。

本箇所は、岡山城周辺の水辺の回遊性向上及び水辺利用の安全性向上のため、河川管理用通路等

の整備を行い、中心市街地活性化を図ります。

河川管理用通路等の整備により、岡山城周辺の水辺の回遊性向上及び水辺利用の安全性が向上し、

中心市街地活性化に寄与します。

岡山県岡山市北区丸の内地先

岡山城箇所において、管理用通路整備等 を実施します。

旭川総合水系環境整備事業 事業費４１百万円 河-14
あさひがわ

おかやまじょう

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

（岡山城箇所）

事業箇所

おかやま きた まるのうち

事業推進

旭川

後楽園

蓬莱橋

相生橋

月見橋

県庁

鶴見橋

岡山城 岡山城箇所
管理用通路整備 L=420m

新鶴見橋

管理用通路整備イメージ

カヌー利用状況
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高梁川一般河川改修事業

事業完了

４．期待される整備効果

高梁川の河口部である岡山平野は干拓により形成されたゼロメートル地帯であり、高潮による浸水被

害を受けやすく、また、大規模な地震による液状化現象が発生した場合には、堤防等が沈下・崩壊する

可能性があり、河川水や海水の流入により、甚大な浸水被害が発生する恐れがあります。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組

の一環として、高潮堤防整備を実施するとともに、堤防耐震対策を一体的に実施し、早期に治水安全度

の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

高潮堤防を整備することで、既往最大の高潮（平成１６年８月）が再び発生した場合においても、浸水
被害が解消されます。また、大規模地震時における液状化等による堤防の被災を軽減することで、堤
内地への河川水等のはん濫による二次被害が軽減されます。

岡山県倉敷市玉島乙島地先

３．平成２９年度予定事業内容

高梁川の乙島地区において、高潮堤防整備を実施します。

たかはしがわ

事業費１，３４４百万円
河-15

２．事業箇所

１．事業の必要生及び概要

※高梁川水系全体

くらしき たましまおとしま

（乙島地区）
お と し ま

たかはしがわ

たかはしがわ おとしま

平成16年台風16号の高潮越波状況
（倉敷市玉島乙島地区）

堤防工事と耐震・液状化対策の状況

高
梁
川→
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高梁川の支川小田川は、高梁川の水位上昇の影響により、水が流れにくい状態となり水位が高

くなる特性があり、昭和４７年７月洪水や昭和５１年９月洪水で大規模な浸水被害が発生していま

す。

本事業は、小田川の洪水時水位を下げるため、小田川と高梁川が合流する位置を約４．６km下

流に付替えるものです。

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

小田川合流点の付替えを行うことで河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最

大の洪水）が再び発生した場合でも、河川水の氾濫による小田川沿川の浸水被害の防止が図れ

ます。

高梁川一般河川改修事業（大規模） 事業費８７２百万円 河-16
た か は し が わ

お だ が わ

事業推進

岡山県倉敷市船穂～岡山県倉敷市真備地先
ま びふなおくらしき くらしき

河川付替え箇所の補償等を実施します。

（小田川合流点付替え）

たかはしがわ おだがわ

S47.7洪水 小田川の破堤（倉敷市真備町箭田（やた）付近）

決壊

：S47.7洪水浸水範囲凡例
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１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県府中市父石町地先

３．平成２９年度 予定事業内容

芦田川父石地区において、堤防整備に伴う前原橋の架替、

用地補償等を実施します。

４．期待される整備効果

芦田川一般河川改修事業 事業費２２５百万円 河-17

事業推進

あしだがわ

ちいし

堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である平成１０年１０月洪水（戦後第２位の洪

水）が再び発生した場合においても、浸水被害の防止が図られます。

芦田川の父石地区は、川幅が狭く、堤防の高さが不足していることから、平成１０年１０月洪水
では家屋の浸水被害が発生しています。
このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の

取組の一環として、堤防整備及び橋梁架替を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

（父石地区）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ち い しふちゅう

※芦田川水系全体

あしだがわ ちいし

あしだがわ ちいし

前
原
橋

芦田川→

＜平成10年10月洪水直後の前原橋＞

←芦田川 ▽洪水痕跡水位

まえはら

H10年10月洪水水位▽
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江の川上流一般河川改修事業 事業費１７１百万円 河-18

事業完了

４．期待される整備効果

江の川上流の門田地区は堤防が未整備であり、昭和４７年７月洪水や平成１１年６月洪水に

おいて浸水被害が発生しています。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」

の取組の一環として、堤防整備等を実施し早期に治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県三次市作木町門田地先

江の川上流門田地区において、

築堤護岸整備を実施します。

ご う の か わ

※江の川上流全体

み よ し

堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が再
び発生した場合においても、浸水被害の防止が図られます。

（門田地区）
も ん で

さ く ぎ も ん で

３．平成２９年度 予定事業内容
ごう かわ も ん で

ごう かわ も ん で

▽計画高水位

▽H11年6月洪水水位

築堤

＜堤防整備のイメージ＞

＜堤防整備状況＞
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広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

江の川は中国山地の中央を貫流し、途中三次市において馬洗川、西城川、神野瀬川を三方より合

流し、広島県・島根県に跨がる河川です。

本箇所は、近傍の甲立小学校を中心に環境学習・体験活動の場として利用されていますが、現状で

は安全に水辺に近づくことができない状況となっています。このため、安全かつ安心して水辺に近づき、

河川を利用した環境学習を行う場として、水辺の楽校の整備を行います。

水辺の楽校が完成することにより、近傍の甲立小学校を中心に、子どもたちが安全に安心して水辺に

近づき、環境学習等、より多くの子どもたちの利用が期待されます。

広島県安芸高田市甲田町甲立地先

甲立（甲田）地区において、

階段護岸整備、管理用通路整備、高水敷整正等を実施します。

江の川総合水系環境整備事業 事業費５０百万円 河-19
ごうのかわ

こうだち

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

（甲立（甲田）箇所）

事業箇所

あきたかたし こうだちょう こうだち

事業完了

※江の川水系全体

甲立小学校

階段護岸 L=40m
管理用通路 L=70m
高水敷整正 A=800m2 等
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ひろしま

凡例：

河川（国）区間

河川（県）区間

海岸（国）区間

海岸（県）区間

広島市街地の高潮対策事業

事業推進

河-20
港-５

事業費
河川直轄 １，３４５百万円 ※太田川水系全体

港湾直轄 １，０５３百万円

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市、

安芸郡海田町

「ゼロメートル地帯」の広島デルタに発達した広島市街地は、高潮による浸水被害を受けやすく、また、

大規模な地震による液状化現象が発生した場合には、堤防等が沈下・崩壊する可能性があり、満潮時

には河川水や海水が市街地へ流入し、甚大な浸水被害が発生する恐れがあります。

このため、広島市街地を高潮被害から防御することを目的として、高潮対策事業を実施しています。

なお、早期に事業を完成させるため、県・国の河川事業と海岸事業が連携して高潮対策事業を推進

しています。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひろしま

あ き かいたちょう

府
中
大
川

太

田

川

天

満

川

旧

田

川

太
川

元

安

広島湾

広島市

※ 県区間は、社会資本整備総合交付金
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河川事業区間について

■河川・港湾海岸が一体的に高潮対策を実施することで、広島市街地に甚大な浸水被害をもた
らした、平成16年高潮が再び発生した場合にも浸水被害の防止・軽減を図ることができます。

■広島市街地の海岸護岸の嵩上げ、耐震改良、液状化対策を実施することにより、背後の市街地
の浸水被害を防止・軽減し、市民の皆様の生命、財産を守ります。

海岸事業区間について

４．期待される整備効果

３．平成２９年度 予定事業内容

広島市街地は、平成16年の台風等、過去数次に渡り高潮被害を受けています。また、今後発生
が危惧される東南海・南海地震への対策も進める必要があり、さらに平成23年3月に発生した東日
本大震災を契機に、海岸事業の重要性がより一層高まっているところです。

このため、中央西地区及び中央東地区において、高潮、津波に対応するため、護岸の嵩上げ、
耐震改良を実施します。

ちゅうおうにし ちゅうおうひがし
中央西地区

護岸(改良)

中央東地区

護岸(改良)

実施予定箇所

H3.9 高潮被害

 H16.9天満川観音地区での水防活動

広島市街地では、近年度々（H3、H11、H16（観測史上最高潮位を観測 TP+2.96m））高潮による浸水

被害が発生しており、浸水被害が発生した区間を「再度災害防止区間」と位置づけ重点的に整備を進

め、国管理区間では平成26年度に再度災害防止の目標堤防高（T.P.+3.40m）までの整備が完了してい

ます。引き続き、計画高潮位（T.P.+4.40m）までの高さを確保するため、天満川の江波地区及び観音地

区において、堤防整備等を実施します。

て ん ま が わ え ば

観船橋

緑大橋

天満橋

広電天満橋

1k400

2k200

広瀬橋

かんおん

観音地区

整備予定箇所

江波地区

整備予定箇所

：平成２８年度まで
：平成２９年度実施
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１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市安佐北区亀山地先

３．平成２９年度 予定事業内容

太田川亀山地区において、築堤護岸、用地補償等を実施します。

４．期待される整備効果

太田川河川都市基盤整備事業
事業費２８２百万円

河-21

新規着手

おおたがわ

かめやま

まちづくりと一体となって河川整備を行うことにより良好な水辺空間の整備が行えるとともに、洪水

被害の軽減により地域全体の発展が期待されます。

広島市安佐北区亀山地区では、平成２９年３月にＪＲ可部線の延伸による新駅『あき亀山駅』が開
業するとともに、広島市北部地域の唯一の災害拠点病院である安佐市民病院の移転（平成３４年開
業予定）が計画されています。
一方で、当該地区は戦後最大洪水である平成１７年９月洪水おいて浸水被害が発生していること

から、緊急対策特定区間として地域のプロジェクトと一体となった治水対策を重点的に実施するもの
です。

（緊急対策特定区間）（亀山地区）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

あさきた かめやまひろしま

ＪＲあき亀山駅
平成２９年３月４日開業

新安佐市民病院（仮称）建物配置イメージ図
※図はイメージであり、実際の設計図ではありません。

地方独立行政法人 広島市立病院機構より提供

あき亀山駅

整備予定箇所

新安佐市民病院（仮称）
移転予定地

おおたがわ かめやま
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１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市安佐北区口田地先

３．平成２９年度 予定事業内容

太田川口田地区において、

排水ポンプ設備の製作・設置等を実施します。

４．期待される整備効果

太田川流域治水整備事業 事業費５４４百万円 河-22

事業完了

おおたがわ

やぐちがわ

矢口川における内水対策の計画規模である年超過確率１／１０規模の洪水が発生した場合におい

ても、床上浸水被害の防止が図られます。

なお、排水機場等の整備により、近年浸水被害が生じた平成１７年９月洪水、平成２２年７月洪水と

同程度の事象が発生した場合においては浸水被害が解消します。

太田川支川矢口川は流域面積５．２km
2
の一級河川で、その下流部は昭和４０年代以降に宅地

化が進み、平成１７年、平成２２年と立て続けに内水による家屋浸水被害が発生しています。
このため、平成２４年７月に、国・県・市・地域が協働で内水対策を行う「矢口川総合内水対策計

画」を策定しており、排水機場の増設(４m
3
/s→１２m

3
/s)を実施し、早期に治水安全度の向上を図

ります。

（矢口川総合内水緊急対策事業）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

あ さ き た く ち た

おおたがわ やぐちがわ

ひろしま

おおたがわ くちた

完成イメージ図

矢口川緊急内水
排水機場（増設）

H22.7洪水による浸水状況

安芸矢口駅
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小瀬川一般河川改修事業 事業費１５３百万円 河-23

事業推進

お ぜ が わ

なかつはら ※小瀬川水系全体お ぜ

小瀬川の下流部に位置する中津原・小瀬地区は狭窄部であり、河川整備計画の目標に対し流下

能力が不足しています。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取

組の一環として、河川の拡幅及び堤防整備等を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県大竹市木野 ～ 山口県岩国市小瀬地先

３．平成２９年度 予定事業内容

小瀬川中津原・小瀬地区において、

河川の拡幅に伴う橋梁の撤去を行います。

４．期待される整備効果

河川の拡幅、堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である平成１７年９月洪水（戦後

最大の洪水）と同規模の洪水に対して家屋等の浸水被害の防止が図られます。

おおたけ この いわくに おぜ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

おぜがわ なかつはら お ぜ

（中津原・小瀬地区）

おぜがわ なかつはら おぜ

工事の進捗状況

河道掘削
V=○○m3

事業実施前川幅

事業実施後川幅

新両国橋

現両国橋
（撤去）
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広島西部山系直轄砂防事業 河-24
ひろ しま せい ぶ さん けい

事業費２，９０５百万円

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

４．期待される整備効果

広島西部山系は広島県の西部に位置する広島市、廿日市市、大竹市の３市にまたがる地域で、平

成１１年の広島豪雨災害を契機に平成１３年度より直轄砂防事業に着手しており、直轄砂防事業区

域において土砂災害から人命や資産及び主要交通網（山陽自動車道、山陽新幹線等）などを保全す

るために砂防堰堤等の整備を推進します。

広島県広島市、廿日市市、大竹市

あさひが丘地区、小方地区、緑井・八木地区など

１２地区で調査測量・設計及び砂防施設の整備等

を実施します。

土石流が発生する危険性のある渓流の下流に人家や要配慮者利用施設等が位置している地区や、

平成２６年８月豪雨により被害を受けた地域周辺において、「砂防堰堤等の整備」などを推進すること

により、土石流から人命や資産等を保全し、安全・安心な地域づくりが図られます。

おおたけはつかいち

事業推進

ひろしま

おがた

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

みどりい ・ やぎ
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広島西部山系直轄特定緊急砂防事業 河-25
ひろ しま せい ぶ さん けい

事業費２，７５０百万円

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

４．期待される整備効果

平成２６年８月豪雨においては、広島市安佐南区から安佐北区にかけて、土砂災害による甚大

な被害が発生しました。この災害により被害を受けた地域の渓流は荒廃が進んでおり、今後の降

雨により土砂災害の危険性が高くなっているため、早急な対策が必要です。

土砂災害による被害の発生を防止し、土石流から人命や資産等を保全するため、砂防堰堤等を

集中的に整備します。

広島県広島市安佐北区

広島県広島市安佐南区

緑井・八木、山本、可部東、大林地区において、砂防施設の

整備等を実施します。

平成２６年８月豪雨により甚大な被害を受けた渓流において、集中的に砂防堰堤等の整備をおこな

うことにより、再度災害の発生を防止し、土石流から人命や資産等を保全します。

あさきた

あさみなみ

事業推進

ひろしま

ひろしま

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

みどりい ・ やぎ やまもと かべひがし おおばやし

－ 42 －



根谷川支川９９特定緊急砂防事業（広島県）
事業費５０百万円

４．期待される整備効果

当該渓流では，平成２６年８月２０日豪雨により土石流が発生し，下流の人家等が被災しました。

この土石流により流域内が著しく荒廃し，次期出水時に土砂が流出し甚大な被害を及ぼす恐れが

あるため，緊急的に災害関連緊急砂防事業を実施しました。しかし，流域内には不安定土砂や渓

岸浸食等が確認されるため，災害関連緊急砂防事業と併せ，一体的な計画に基づき，特定緊急砂

防事業として砂防堰堤の整備を行います。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

当該流域において，災害関連緊急砂防事業と併せた一体的な計画に基づき，一定期間内に集中的に
砂防堰堤を整備することで，被災した地区の再度災害防止を図ります。

１．事業の必要性及び概要

３．平成２９年度 予定事業内容

砂防堰堤の整備を実施します。

ねの たに がわしせん

全景

堰堤工

（Ｈ２９年度実施箇所）

堰堤工

堰堤工

凡例

想定土砂氾濫区域
災関堰堤
特緊堰堤

事業完了

河-26

２．事業箇所

広島県広島市安佐北区可部東６丁目
あさきたく かべひがし

堰堤工

（Ｈ２８年度実施箇所）
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山口県防府市大字鈴屋地先

佐波川一般河川改修事業 事業費３２６百万円
さ ば が わ

なみ
※佐波川水系全体

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

４．期待される整備効果

防府市奈美地区は、堤防のない箇所や堤防の高さや幅が不足している箇所が存在しており、昭

和４７年７月洪水や平成２１年７月洪水により、家屋の浸水被害が発生しています。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の

取組の一環として、堤防整備を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。

佐波川奈美地区において、

堤防整備に伴う睦美橋の架替及び用地補償を実施します。

堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和47年7月洪水（戦後第2位の洪水）
が再び発生した場合においても、家屋の浸水被害の防止が図られます。

河-27

ほ う ふ

な み

すず や

（奈美地区）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

事業推進

ほ う ふ な み

むつみ

＜H21.7月洪水浸水状況＞
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佐波川総合水系環境整備事業 事業費２８百万円
さ ば が わ

しんばし

防府市では、佐波川の豊かな自然と千年のときを越えて息づく歴史と文化等の市固有のすばらしい

資源や魅力を再認識し、守り育てていくことを目指しています。その佐波川の中でも中心的な位置にあ

る新橋地区は、防府天満宮等の歴史的な文化施設が集中し、多くの観光客で賑わう地域です。

本事業では、市によるまちづくりと連携して管理用通路整備等を行うことで水辺・水面利用時の安全

性と周遊性を高め、観光地としての魅力の向上に繋げます。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

４．期待される整備効果

山口県防府市新橋町地先外

新橋箇所において、

法面整正、高水敷整正等を実施します。

事業推進

河-28

（新橋箇所）

ほうふし

ほうふ しんばしちょう

新橋

本橋

県道54号

法面整正
L=300ｍ

高水敷整正
A=7,000m2

防府天満宮

防府市の賑わいの創出や川に親しむ機会の創出が期待されます。

また、佐波川とその周辺地域の自然環境、豊富な歴史や文化資産等を繋ぐ場として、防府市民や

他の地域から訪れる方にも活用されることが期待されます。

高水敷整正及び管理用通路等の整備
により、河川内の散策、また市街地
との周遊性の向上が期待できる。

利用状況

利用状況

管理⽤通路
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事業推進（部分開通）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市本高～ 鳥取市青谷町青谷

３．平成２９年度 予定事業内容

鳥取西IC～青谷IC間の事業を実施中であり、改良工事、ト

ンネル工事、橋梁工事、舗装工事等を推進します。

そのうち、浜村鹿野温泉IC（仮称）～青谷IC間は平成２９年

の開通、鳥取西IC～浜村鹿野温泉IC（仮称）は平成３０年の

開通を目指します。

かせん

山陰道 鳥取西道路 事業費２１,０３８百万円 道-１と っ と り に し

山陰道 鳥取西道路は、緊急時の代替路の確保、現道の渋滞解消、物流活動の支援等を目的とした、

延長１９．３kmの自動車専用道路です。

とっとり にし

とっとり もとだか あお や ちょう あお や

４．期待される整備効果

至 京都

NN
とっとりにし

鳥取西IC

鳥
取
道

とっとり

とっとりにしよしおかおんせん

み ず ほ
は ま む ら し か の お ん せ ん

あ お や

鳥取県

至 島根

至 姫路至 岡山

湖山池

溝川交差点

白兎交差点

下坂本交差点

古海交差点

写真①

平成２９年
開通予定
延長４.７ｋｍ

平成２９年
開通予定
延長４.７ｋｍ

平成３０年
開通予定
延長１２.８ｋｍ

平成３０年
開通予定
延長１２.８ｋｍ

平成２５年１２月開通
延長１．８ｋｍ

平成２５年１２月開通
延長１．８ｋｍ

青谷・羽合道路

■企業活動の支援

○山陰道等の整備により、芝生の

切取りから短時間で運送・敷説

が可能となり、品質の高い芝生

地の提供が可能となっている。

○今後も、鳥取西道路の整備により

輸送の効率化が図られることで需

要拡大に期待

とっとり にし あおや

あおやはまむら しかの おんせん

はまむら しかの おんせんとっとりにし

写真② 青谷ＩＣ付近

写真① 重山地区

至京都平成29年3月撮影

至島根

平成29年3月撮影

至島根

至京都

＜輸送の効率化による企業活動の支援＞

とっとり

Ｅ９

Ｅ29

Ｅ29

Ｅ73
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大栄東伯ＩＣ

はわいＩＣ

北
条
湯
原
道
路

青谷･羽合道路

至 鳥取市
至 松江市

（仮）北条ＩＣ（仮）大栄ＩＣ

琴浦町

北栄町

湯梨浜町

東伯
･中山道路

北栄町役場

琴浦町役場

倉吉市役所

湯梨浜町役場

T’10=3,100台/日

新規事業化１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

山陰道 北条道路は、安全性の向上、観光地の活性化、企業進出の促進等を目的とした延長１３．５km

の自動車専用道路です。

ほうじょう

鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬～琴浦町槻下

測量、地質調査を推進します。

４．期待される整備効果

かせん

山陰道 北条道路 事業費１００百万円 道-２ほうじょう

とう はく

○観光周遊ルートが拡大し、鳥取県中部
への観光客数の拡大が期待されます。

○時間短縮、定時性確保などにより、
新たな企業誘致の促進と雇用の確保が
期待されます。

■観光地の活性化・企業進出の促進

北条道路 延長13.5km

ゆりはまちょう なが せ こと うら ちょう つきのした

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

起
点

鳥
取
県

東
伯
郡

湯
梨
浜
町

は
わ
い
長
瀬

ゆ
り
は
ま
ち
ょ
う

な
が
せ

と
う
は
く

終
点

鳥
取
県

東
伯
郡

琴
浦
町
槻
下

こ
と
う
ら
ち
ょ
う
つ
き
の
し
た

と
う
は
く

■交通の適正な機能分担による

安全性の向上
○通過交通と生活交通が分離され、安全

で円滑な走行環境が形成されます。

至 鳥取市

至 松江市

【写真②】
大栄東伯ICより鳥取市方面を望む

高速道路を利用した交流ルート

【⿃取県の観光・企業活動の変化（H27/H18）】

（出典）鳥取県観光入込動態調査 ※西部に境港周辺は含めない

（出典）鳥取県商工労働部、立地戦略課のヒアリング調査

Ｅ９

Ｅ９

ほうじょう

写真②

【写真①】国道９号を通過する大型車写真①

Ｅ29

Ｅ９

Ｅ73
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114 

78 

139 

96 

60 

98 

110 

97 

13 

73 
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0

25

50

75

100

125

150

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

積
雪

深
2
0
c
m

以
上

の
日

数

最
大

積
雪

深
(c

m
)

【最大積雪深及び積雪深20cm以上の日数】

最大積雪深(cm)

20cm以上日数

積雪深20cm以上
平均日数63日

資料／H18～H22：小鳥原観測所データ（広島県）
資料／H23～H26：鍵掛峠観測所データ（鳥取県）
資料／H27～H27：新屋観測所データ（鳥取県）

○地域住民の生活の足である路線バス及びスクールバスは、

国道１８３号周辺を運行しており、鍵掛峠道路の整備により、

冬期の迂回が解消される。

広島県

庄原市

至米子

（主
）新

見
多

里
線

（主
）横

田
多

里
線

（
県
）道

後
山
公
園
線

(県)植木三坂線

至広島市

至福山市

事前通行規制区間 3.2km
時間雨量 40mm以上
連続雨量 200mm以上

鳥取県

日南町

事業推進１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

鍵掛峠道路は、並行する国道１８３号の事前通行規制区間及び隘路区間の回避、交通の安全確保を

目的とした、延長１２．０ｋｍの道路です。

広島県庄原市西城町高尾～鳥取県日野郡日南町新屋

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

用地買収、改良工事等を推進します。

４．期待される整備効果

かせん

一般国道１８３号 鍵掛峠道路 事業費９６７百万円 道-３かっかけけとうげ

かっかけとうげ

【写真①】高尾地区の施工状況

しょうばら さいじょうちょう こうお ひの にちなんちょう にいや

■冬期交通の安全・安心の確保

Ｈ28年12⽉撮影

⾄ 庄原市

⾄ ⽇南町

鍵掛峠道路 延長12.0km 庄
原
市
西
城
町
高
尾

起
点

日
野
郡
日
南
町
新
屋

ひ
の

に
ち
な
ん
ち
ょ
う
に
い
や

し
ょ
う
ば
ら

さ
い
じ
ょ
う
ち
ょ
う
こ
う
お

終
点

▲西城地域廃止代替等バス道後山線路線図
資料／庄原市（H27.4～）

凡 例

路線バス（道後山線）

スクールバス

迂回路

凡 例

鍵掛峠道路

一般国道

主要地方道

一般県道

かっかけとうげ
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新規事業化

■観光地の活性化や企業活動を支援

○山陰道との一体整備を進めることにより、

観光地までのアクセス性向上で関西方面や

島根方面から鳥取県中部地域への観光客数

の増加を支援します。

○高規格幹線道路である山陰道と立体交差

で接続することにより、物流の円滑化を図

り、企業誘致、企業活動を支援します。

■安全で円滑な生活環境の形成

○現在の平面交差点について、立体交差にす

ることにより、交差点部の交通安全を確保

します。

４．期待される整備効果

北条倉吉道路（延伸）は、高規格幹線道路「山陰道」及び地域高規格道路「北条湯原道路」の自動車

専用道路相互を立体交差型のジャンクションで接続する延長０．４ｋｍの道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県東伯郡北栄町弓原

３．平成２９年度 予定事業内容

測量・設計を推進します。

かせん

北条湯原道路

一般国道３１３号 北条倉吉道路（延伸） （鳥取県） 事業費４０百万円

道-４
ほ う じ ょ う く ら よ し

とうはく ほくえいちょう ゆみは ら

N

出典：国土地理院ウェブサイト

【ジャンクションを経由する物流の例】

国道9・313号交差点付近

の通行止発生 ３回

（H18～H27）

(仮)北条IC
（(仮)北条JCT）

ほうじょうくらよし

ほ う じ ょ う ゆ ば ら
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山陰道
出雲～仁摩

写真②小田第１高架橋の橋脚工事の様子写真①波根川橋より浜田方面を望む

○島根県は、東西方向の周遊性が悪く、島根県
東部から山口方面（島根県西部・山口県）のツ
アー数が少ない状況です。

○島根県西部へは中国地方以外からの観光客
が少なく、全体の観光客数も伸び悩んでいます。
今後の山陰道の整備により、西部方面におい
ても周遊ツアーが拡大し、地域の活性化が期
待されます。

事業推進（部分開通）１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

用地買収、改良工事、橋梁工事、トンネル工事、舗装工事等を

推進します。そのうち、朝山IC～大田IC間は平成２９年度の開通、

多伎IC～朝山IC間は平成３０年度の開通に向け工事を推進します。

かせん

山陰道 出雲～仁摩間 事業費１８，０７７百万円 道-５
い ず も

た き

に ま

山陰道 出雲～仁摩間は、島根県の東西の連絡性の強化、災害時の代替路の確保、現道の急カー
ブや急勾配箇所の回避等を目的とした延長３７．１kmの自動車専用道路です。

いずも にま

島根県出雲市知井宮町～島根県大田市仁摩町大国
いずも ちいみや ちょう おおだ に ま ちょう おおぐに

おおだ 広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

写真②

平成29年2月撮影平成29年2月撮影平成29年3月撮影

仁摩・石見銀山
ＩＣ

写真①

平成２９年度
開通予定

平成２９年度
開通予定

平成３０年度
開通予定※1
平成３０年度
開通予定※1

延長4.5km 延長4.4km延長9.0km延長6.3km延長5.0km延長7.9km

※１ 猛禽類保全対策等が速やかに完了する場合

４．期待される整備効果

■観光・交流の活性化

波根川橋

至 松江

至 浜田

至 浜田

至 松江 至 浜田

写真③

あさやま

あさやま

小田第１高架橋

西神西高架橋

山口方面

島根県東部

鳥取方面

▼中国地方を周遊する主な観光ツアーの状況

※鳥取県、近畿

※岡山県、広島県、四国

※島根県西部・隠岐地域、山口県
広島方面

N

0

10

20

30

40

H24 H26

【鳥取方面】

約2倍に
増加

（件）

17 30

0

10

20

30

40

H24 H26

【山口方面】

ほぼ変化なし

（件）

4 6
0

10

20

30

40

H24 H26

【広島方面】

約3倍に
増加

（件）

10

30
山陰道

その他の高規格幹線道路
島根県東部エリア
島根県西部エリア

山陰道（事業中）
山陰道（計画区間）

1.00 1.03 
1.06 

1.08 
1.15 

1.18 
1.14  1.18 1.14 

1.23 

1.66 

1.47 1.47 

1.00 

0.93 
0.97 1.00 

1.06  1.07 

1.00 
1.03  1.02 1.01 1.00 

0.96 0.96 

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

石見銀山
世界遺産登録（H19.7）

H
1
5
=
1
.0

と
し

た
場

合
の

伸
び

率

（資料/「島根県観光動態調査」）

県西部は横ばい

遷宮効果、
松江道全線開通

による増加

観光入込客数の推移（H15=1.0）

写真③西神西地区の道路改良工事の様子

至 松江

Ｅ９
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事業推進１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

山陰道 福光・浅利道路は、島根県西部地域の企業立地の促進及び大田～江津間の代替路の確保等

を目的とした延長６．５ｋｍの自動車専用道路です。

ふくみつ あさ り

島根県大田市温泉津町福光～江津市松川町上川戸

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所
道路設計等を推進します。

４．期待される整備効果

かせん

山陰道 福光・浅利道路 事業費３０７百万円 道-６ふくみつ あさ り

おおだ ごうつ

おおだ ゆ の つ ちょう ふくみつ ごうつ まつかわちょう かみかわど

○島根県内の開通済み高速ネットワーク周辺では着実に企業進出が進んでいます。
○福光・浅利道路の整備により、宍道ＪＣＴから浜田JCT間の高規格ネットワークを形成する事で、更なる企業
進出と、地域経済の活性化が期待されます。

■企業立地の促進、雇用創出の促進

【写真①】並行する国道９号
（交通事故による通行止め状況）

【写真②】並行する国道９号
（線形の厳しい箇所）

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

延長 6.5㎞

(

起)

大
田
市
温
泉
津
町
福
光

お
お
だ

(

終)

江
津
市
松
川
町
上
河
戸

ご
う
つ

ま
つ
か
わ
ち
ょ
う

か
み
か
わ
ど

仁摩･温泉津道路
にま ゆのつ

江津市
ご う つ

大田市
お お だ

あおなみ

(仮称)青波IC

いわみ ふくみつ

石見福光IC

あさり

(仮称)浅利IC

至

松
江
市

「道の駅」
サンピコごうつ

N

至

浜
田
市

ゆ

の

つ

ち
ょ
う

ふ
く
み
つ

資料／島根県 商工労働部 企業立地課「新規の立地計画認定」

▼島根県内の新規立地企業進出状況（H19～）

日本海

ごうつ

江津地域拠点工業団地

追加造成範囲

E9

所在地 江津市松川町

事業主体 島根県企業局

分譲開始 昭和59年4月

総面積 73.8ｈａ

用地面積 47.3ｈａ

造成済面積 21.2ｈａ

分譲済面積 17.1ｈａ

分譲率※ 80.7％

立地企業数 8社

29年1月末時点 江津市より
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事業推進

山陰道 三隅・益田道路は浜田～益田間における災害時の代替路の確保及び広域的な交流連

携を目的とした、延長１５．２ｋｍの自動車専用道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市三隅町～益田市遠田町

３．平成２９年度 予定事業内容

用地買収、埋蔵文化財調査、改良工事、橋梁工事、

トンネル工事等を推進します。

かせん

山陰道 三隅・益田道路 事業費６,０２４百万円 道-７
みすみ ますだ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

みすみ ますだ はまだ ますだ

はまだ み すみちょう ます だ とお だ ちょう

至 松江市

【写真①】遠田IC イメージ図至 益田市

■地域産業の支援

４．期待される整備効果

島根県江津市を中心に製造している日本三大瓦の一つである石州瓦は、山口・九州方面への出荷量が
多く、山陰道の整備により、配送効率が向上し、地域経済の活性化が期待されます。

＜石州瓦の町並み＞

＜製造される石州瓦＞

【写真②】三隅地区施工状況

至 益田市

至 松江市

E54

E9

E9
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新規事業化

当該箇所は、主要渋滞箇所であり、山陰道の東出雲ＩＣに接続しているため交通量も多く、慢性的

な渋滞が発生しています。

また、渋滞車両への追突事故が多発していることから、道路利用者からも対策を望まれています。

このため、当交差点の車線の増設を行い、車線運用を変更して、右折車と直進・左折車を早い段

階で分離させ、交通渋滞の緩和及び事故対策を行うものです。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県松江市東出雲町出雲郷

３．平成２９年度 予定事業内容

調査設計を推進します。

至 米子

至 松江

(単位：㎜)

(単位：㎜)

【現況断面図】

【計画断面図】

【現況写真】

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

一般国道９号 出雲郷東交差点改良 事業費３百万円 道-８あ だ か え ひ が し

あ だ か えひがしいづもま つ え

【計画平面図】

至

松
江

写真①

至

松
江

至

米
子

出雲郷東交差点改良 L=230m

至

米
子

出雲郷東交差点改良

松
江

米
子
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１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

かせん

一般国道２号 玉島・笠岡道路、笠岡バイパス
事業費１,５９６百万円

道-９
た ま し ま か さ お か

用地買収、改良工事を推進します。

か さ お か

玉島・笠岡道路、笠岡バイパスは、慢性的に発生する交通

混雑の緩和、交通安全の確保、地域経済の発展等を目的と

した延長２１．５kmの自動車専用道路です。

たま しま かさ おか かさおか

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

岡山県倉敷市玉島阿賀崎～笠岡市茂平
くら しき たま しま あ が さき かさおか もびら

４．期待される整備効果

■物流ネットワークの形成

○道路整備により、所要時間が短縮するとともに輸送

の定時性が向上するなど、物流の効率化が期待さ

れます。

○Ｈ27年３月の玉島・笠岡道路（Ⅰ期）開通に伴うアク

セス性向上により、『浅口工業団地』では、新たな

企業立地が実現。沿線地域では、今後も企業進出

が予定されている。

平成29年2月撮影

＜浅⼝⼯業団地での企業⽴地内容＞

調印式の様⼦

資料)浅⼝市HP及び
新聞報道より

浅口工業団地

写真① 至 広島

至 大阪

事業推進

Ｅ２

■浅口金光ＩＣ周辺に計画され、平成27年度から一部造成
および分譲開始

■Ｈ27年7月に医薬品等の受諾製造販売の明星産商（株）
が現在造成地全てを取得、従業員数90名(うち30名が
新規雇用)で平成30年4月操業予定
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【イオン岡山LCから大樋橋西詰までの所要時間の短縮】

事業推進

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県岡山市南区藤田～岡山市南区古新田

３．平成２９年度 予定事業内容

用地買収、改良工事、橋梁工事等を推進します。

かせん

一般国道１８０号 岡山環状南道路 事業費２，５２１百万円 道-１０
おかやまかんじょうみなみ

岡山環状南道路は、岡山市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保及び沿道環境の改善等を目的

とした延長２．９ｋｍの道路です。

おかやま かんじょう みなみ おかやま

おかやま みなみ ふじた おかやま みなみ こしんでん

４．期待される整備効果

大樋橋西詰

(市)藤田浦安南町線
H21事業化

古新田

妹尾西

米倉 青江

笹ヶ瀬橋

芳泉高校入口

主要渋滞箇所

■物流の効率化による産業振興

○岡山市の国道２号以南には、中央卸売

市場や製造・物流企業等が立地してい

ます。

○岡山環状南道路と市道藤田浦安南町線

が連続的に整備されることで、岡山市南

部地域を横断的に結ぶネットワークが形

成され、物流の効率化による産業振興

が期待されます。

平成29年2月撮影

【写真①】藤田地区の施工状況（地盤改良）

写真①

E2

イ
オ
ン
岡
山
Ｌ
Ｃ

【現況 国道2号経由】 7時台

※現況はプローブデータ(H27年4月～H28.3の平日
※整備後は一般国道180岡山環状南道路、(市)藤田浦安線は指定速度で算出

大
樋
橋
西
詰

【整備後】 岡山環状南道路経由

約24分

約14分
約10分
短縮

【イオン岡山LCの輸送ルート】
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開通予定

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県岡山市東区浅越～西大寺中野

３．平成２９年度 予定事業内容

平成２９年度の完成に向け、舗装工事を推進します。

２

２

至

備
前
市

至

倉
敷
市

５３

３０

180

岡山市役所

岡山県庁

岡山駅

地図使用承認(C)昭文社55G158号

西大寺中野IC改良
平成29年度開通予定

岡山市
東区役所

西大寺駅

至 備前市

ｵﾝﾗﾝﾌﾟ

至 岡山市街(本線)

写真①本線信号停止状況

おかやま ひがし あさごえ さいだいじなかの

H25年2月撮影

至

備
前
市

至

岡
山
市
街

２

橋梁延伸延長107m

加速車線の延長 整備後２１０m信号機撤去

当該箇所は、連続高架橋の区間ですが、ランプからの本線合流が信号制御となっているため、

本線上で信号停止する車両に後続車両が追突する事故が多発しています。平成２５年７月に

は多重追突事故により約４時間にわたり国道２号の上下線が通行止めとなりました。

このため、橋梁を延伸し、信号制御から加速車線により合流する方式に変更することで本線

上の信号停止を解消し、追突事故の抑制を図ります。

本線（上り線）

オンランプ
オフランプ

本線（下り線）

かせん

一般国道２号 西大寺中野ＩＣ改良 事業費２１百万円
さ い だ い じ な か の

計画

現況

至

備
前
市

至

岡
山
市
街

２

橋梁延伸延長107m

信号機

本線（上り線）

オンランプ
オフランプ

本線（下り線）

加速車線の延長

整備前６０m

道-１１
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新規事業化

■物流の効率化・生産性の向上

線形不良箇所や事故多発区間を回避
し、中国道に直結することで、関西方
面への安定的かつ効率的な物流環境を
確保します。

■住民生活の不安の解消

事前通行規制区間や冠水等による通
行止め箇所を回避でき、旧英田町方面
から第３次救急医療機関（津山中央病
院）へのルートが確保されます。

４．期待される整備効果

美作岡山道路 国道３７４号英田湯郷道路は、地域の産業・経済の活性化、信頼性の高い道路ネット

ワークの確保等を目的とした延長２．５ｋｍの道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県美作市城田～位田

３．平成２９年度 予定事業内容

測量・設計を推進します。

かせん

美作岡山道路 一般国道３７４号 英田湯郷道路 （岡山県）

事業費４０百万円

道-１２
あいだ ゆのごう

みまさか

みまさかおかやま

じょうでん

あいだ ゆのごう

い で ん
374

374

湯郷温泉ＩＣ

英田ＩＣ
（仮称）

国道374号
英田湯郷道路
延長２．５ｋｍ

N

至 津山市

至 備前市

（一）百々樫村線

（一）位田飯岡線

国道374号
湯郷勝央道路
（開通済）

湯郷温泉IC

勝央IC

勝央JCT

国道374号
英田湯郷道路

英田IC
（仮称）

374

179

至大阪

事
前

通
行

規
制

区
間

写
真

①

写
真

②

写真① 国道374号の
事前通行規制区間

写真② 吉野川増水による
国道374号の冠水（平成21年8月）

Ｈ28.3中国道へ
接続！

県道等

工場等

大阪本社の
工場等

事故多発区間

道路線形不良箇所

通行止め箇所（倒木）

通行止め箇所（冠水）

みまさかおかやま
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かせん

美作岡山道路

（主）佐伯長船線［瀬戸ＪＣＴ～熊山ＩＣ］（岡山県・岡山市）

（主）岡山吉井線[佐伯ＩＣ～吉井ＩＣ]（岡山県）

道-１３

部分開通

事業費１，２２０百万円
おかやま よし い さ えき よし い

さえきおさふね せ と くまやま

事業費１，２００百万円

４．期待される整備効果

美作岡山道路 （主）佐伯長船線、（主）岡山吉井線は、沿線の工業団地や住宅団地等から高速道路

へのアクセス強化、高速性・定時性の確保、緊急時や災害時における交通の確保等を目的とした延長

４．０ｋｍ及び６．９ｋｍの道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度予定事業内容

みまさかおかやま

美作岡山道路の一部開通により
企業立地が増加し、新たな雇用を
創出しています。早期全線開通を
目指し、広域的な循環ネットワーク
の形成を行うことで、企業活動を中
心とした地域の活性化が期待され
ます。

岡山県岡山市東区瀬戸町塩納～赤磐市可真下
せ と ちょうおかやま しおのう か ま しもあかいわ

佐伯長船線［瀬戸ＪＣＴ～熊山ＩＣ］

岡山吉井線［佐伯ＩＣ～吉井ＩＣ］

岡山県和気郡和気町小坂～赤磐市稲蒔
わけちょうわ け こざか いなまきあかいわ

さえきおさふね せ と くまやま

おかやま よしい さえき よしい

佐伯長船線は瀬戸ＩＣ～熊山ＩＣ間（延長3.6km）の平成２９

年度の開通に向け、改良工事、舗装工事等を推進します。

岡山吉井線は佐伯ＩＣ～吉井ＩＣ間の平成２９年度の開通

に向け、改良工事、舗装工事等を推進します。

さえき おさふね せ と くまやま

おかやま よし い さ えき よし い

写真①瀬戸ＩＣ付近の本線工事

（H29年3月）

写真②土生工区の切土

（H29年3月）

熊山IC～佐伯IC
H18.2開通

■ 美作岡山道路周辺の企業立地数と雇用創出数みまさかおかやま

吉井IC

佐伯IC

熊山IC

瀬戸IC

（主）御津佐伯線

瀬戸
JCT

美
作
岡
山
道
路

平成２９年度
開通予定
延長3.6km

主要地方道
佐伯長船線
延長4.0km

主要地方道
岡山吉井線
延長6.9km
平成２９年度

開通予定写真②

写真①

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

Ｅ２

みまさかおかやま

さえきおさふね おかやまよしい

ひがし
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事業推進１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

かせん

一般国道２号 安芸バイパス、東広島バイパス
事業費４,５８３百万円

道-14
あ き ひ が し ひ ろ し ま

安芸バイパス・東広島バイパスは、東広島市と広島市内の地域

間連携強化、交通渋滞の緩和及び交通安全の確保を目的とした

延長１７．３kmの自動車専用道路です。

あ き ひがしひろしま ひがしひろしま ひろしま

広島県東広島市八本松町～安芸郡海田町南堀川町
あ き かいたちょう みなみほりかわまちひがしひろしま はちほんまつちょう

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

用地買収、改良工事、橋梁工事等を推進します。

小宇羅地交差点

大正交差点

東部流通団地北口交差点

日の出町交差点

H26.3開通 延長 4.4km

たいしょう

とうぶりゅうつうだんちきたぐち

こ う ら じ

東広島バイパス 延長 9.6km
ひ が し ひ ろ し ま

か い た に し

海田西ICひのでまち

H18.3開通 延長 2.7km 

海田ランプ
H10.9開通
延長 0.6km

広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町

あ

き

か
い

た
ち
ょ
う
み
な
み
ほ
り
か
わ
ま
ち

安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町

安芸バイパス 延長 7.7km
あ き

か い た ひがし

海田東IC

なかの

中野IC

なかのひがし

中野東IC

せ の にし

瀬野西IC

せ のひがし

瀬野東IC
（仮称）

かみせ の

上瀬野IC
（仮称）

はちほんまつ

八本松IC
（仮称）

：主要渋滞箇所

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

は
ち
ほ
ん
ま
つ
ち
ょ
う

東
広
島
市
八
本
松
町

（市）瀬野線

至

東
広
島
市
中
心
部

志和インター入口交差点
し わ

溝迫交差点
みぞさこ

上瀬野一丁目交差点
か み せ の

ひ
ろ
し
ま

あ

き

か
み

せ

の

ち
ょ
う

写真③海田高架橋施工状況 写真①八本松IC施工状況

至 広島市
中心部

写真③

■物流の効率化・企業活動の活発化

東広島市内には多くの工業団地が集積し、

年々立地企業数も増加しています。

また、既設工業団地の拡張や新規造成を

行っており、バイパス整備により物流の効

率化、企業活動の活発化が期待されます。

４．期待される整備効果

至 福山市

至 広島市街

至 広島市街

至 福山市

安芸バイパス東広島バイパス

東広島市

東広島寺家産業団地
（H29分譲開始予定）

広島市

（市）上瀬野線

志和流通団地
（追加造成中）

吉川地区工業団地
（追加造成中）

Ｎ

ひがしひろしま

至 福山市

至広島市街

写真②清谷高架橋施工状況

E75

E2
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当該箇所は、国道２号西条バイパスで唯一の主要渋滞箇所であり、慢性的な渋滞が発生しています。

当交差点は信号交差点で凹型形状となっており、交差点に高速進入しやすいことから、交差点手前

で追突事故が多発しています。

このため、抜本的な事故対策として、道照交差点を立体構造として追突事故の削減を図るものです。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県東広島市西条中央

３．平成２９年度 予定事業内容

調査設計を推進します。

主要渋滞箇所

東広島市役所

東広島駅

至
広
島
市

※渋滞長調査：平成27年7月15日（水）

立体交差完了箇所

渋滞長 道照交差点

至
福
山
市

ひがしひろしま

＜平面図＞

＜横断図＞

本線 側道側道

側道側道

本線

至

福
山
市

至

広
島
市

計画（立体交差）

現況（平面交差）

至 広島市

至 福山市 上り車両渋滞状況

東広島
駅入口

御園宇
御園宇
ランプ下見(南)

写真①

写真①

新規事業化

かせん

一般国道２号 道照交差点改良 事業費２４百万円 道-１５
どうしょう

さいじょうちゅうおう

さいじょう

みそのう
どうしょう

みそのう

計画（立体交差）

至

福
山
市

至

広
島
市

道照交差点

至 広島市

至 福山市

至 広島市

現況（平面交差）

現状の事故イメージ現状の事故イメージ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所
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一般国道２号 新本郷橋修繕 事業費２５０百万円

老朽化対策１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

道-１６

し ん ほ ん ご う ば し

全景 損傷状況（支承の腐食）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

至 岡山市

定期点検・診断の結果により、修繕が必要と判断された新本郷橋の修繕を実施することで、安全・

安心で信頼性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

し ん ほ ん ご う ば し

事業箇所

（広島県三原市本郷町）
みはら ほんごうちょう

一般国道２号 新本郷橋（1966年架設）
しんほんごうばし

当該橋梁は、支承の腐食や床版のコンクリート剥離による部材の断面欠損等が発生しています。

H27実施の定期点検・診断を踏まえ、橋梁構造の安全性の観点から、速やかに補修の必要があると

判断し、平成２９年度当初予算により、床版補修工、支承部補修工などの修繕を行い、橋梁の長寿

命化を図ります。

至 広島市

損傷状況（床版コンクリートの剥離・鉄筋露出） 損傷状況（部材の塗装劣化）
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開通予定

■地域の利便性向上・活性化

福山市中心部等と山陽自動車道とのアクセス性が向上し、地域住民の利便性向上、地域の活

性化、福山市の広域的な位置付けの向上が期待されます。

■地域の安心・安全向上

防災基地である福山ＳＡから消防隊や自衛隊が被災箇所へ直接出動することができるなど、

地域住民の安心・安全の向上が期待されます。

４．期待される整備効果

市道津之郷４号線は、山陽自動車道福山ＳＡに設置するスマートＩＣと国道２号を結ぶ主要なアクセス

道路の一部である延長１．１ｋｍの道路です。

スマートＩＣと福山市中心市街地や主要な観光地へのアクセス性を高め、地域の活性化・利便性の向

上等を目的とした道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県福山市津之郷町

３．平成２９年度 予定事業内容

平成２９年度開通に向け、改良工事、舗装工事

を推進します。

かせん

市道 津之郷４号線 （広島県福山市）
（スマートＩＣアクセス道路補助） 事業費５４０百万円

道-１７
つ の ご う

ふくやま

つ の ご う ふくやま

つ の ご う ち ょ う

ふ く や ま

至 国道２号

至 （仮称）福山ＳＡ
スマートＩＣ

写真①

工事状況（平成２９年３月時点）

ふくやま

ふくやま

ふくやま

ふくやま
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事業推進

定期点検の結果、修繕が必要と判断された八本松大橋の修繕を実施することで、安全・安心で信頼

性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

市道 原志和東線 八本松大橋（１９７２年架設）

（広島県東広島市八本松町飯田）

３．平成２９年度 予定事業内容

当該橋梁は、架橋後４４年が経過し、床版下面には鉄筋露出やひび割れが多数確認されていま

す。平成２７年度に行った近接目視による点検・診断結果から速やかに補修の必要があると判断

し、床版補強工や塗替塗装工等の修繕を行い、橋梁の長寿命化を図ります。

かせん

市道 原志和東線 八本松大橋 （広島県東広島市）
（大規模修繕・更新補助） 事業費７０百万円

道-１８
は ら し わ ひ が し

ひがしひろしま

はちほんまつ おおはし

い い だ

はちほんまつ おおはし ひがしひろしま

はちほんまつちょう

は ら し わ ひ が し はちほんまつおおはし

全 景 損傷状況（床版下面の鉄筋露出）

損傷状況（床版下面の鉄筋露出） 損傷状況（床版下面の鉄筋露出）
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１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

かせん

山陰道 長門・俵山道路、俵山・豊田道路
な が と た わ ら や ま

道路設計、地質調査、環境調査、改良工事、橋梁工事、

トンネル工事等を推進します。

うち、長門・俵山道路は平成３１年度の開通に向け工事を推

進します。

山陰道 長門・俵山道路、俵山・豊田道路は、一般国道４９１号や主要地方道 下関長門線等の事前

通行規制区間等の回避、広域観光連携の強化、第３次救急医療機関へのアクセス改善を目的とした、

延長１９．４ｋｍの自動車専用道路です。

山口県下関市豊田町八道～長門市深川湯本
ながと ふかわ ゆもと

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ながと たわらやま しものせきながと

写真② 事業進捗状況
（長門市街方面から下関方面を望む）

平成29年2月撮影

写真① 事業進捗状況

（長門市深川湯本（赤ノ谷）から長門市街方面を望む）

至長門市街

至下関市

赤ノ谷橋

至 下関市

至 長門市街

大寧寺第3トンネル

大寧寺第３
トンネル

平成29年2月撮影

深川川橋

道-１９

資料：平成27年山口県の宿泊者数及び観光客の動向

４．期待される整備効果

○長門市は、H28年9月に「長門湯本温泉観光まち

づくり計画」を策定し、H43年までに宿泊人数33万

人へ引き上げる目標設定を行っています。

○湯本温泉は九州からの来泊が多く、長門・俵山

道路および山陰道の整備によって観光客の増加が

期待されます。

ながと ながと ゆもと

ながと たわらやまゆもと
63 63 62

53 53 58 56 53
48 52
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湯本温泉（観光客数） 湯本温泉（増減率） 長門市（増減率） 山口県（増減率）

▼湯本温泉の観光客数の推移

資料：山口県観光客動態調査、山口県の宿泊者数及び観光客の動向

増
減
率
（Ｈ
18
年
比
）

宿
泊
施
設
の
開
業

Ｈ
31
年
度

長
門
・
俵
山
道
路
の
開
通

Ｈ
27
・５

長
門
・
俵
山
道
路
の

開
通
見
通
公
表

長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定

H28 … Ｈ31 … H33

観
光
客
数
（万
人
）

湯本温泉の観光客数は
Ｈ26年まで減少傾向

長門市全体
の活性化へ

Ｈ
28
・９

0.83

1.01

1.32
ま
ち
づ
く
り
計
画
関
連
施
設
の
完
成

しものせき とよ たちょう や じ

ながと たわらやま

たわらやま とよた

たわらやま とよた

事業費８,２９３百万円

事業推進

E９

E９山陰道
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阿武町役所

至 下関市

至 広島市

萩市

阿武町

線形不良箇所（曲線・縦断）
通行止め箇所（H23-H26）

事前通行規制区間
（連続雨量200mm）

新規事業化１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

木与防災は、国道191号の事前通行規制区間を回避し、緊急時の代替路を確保することを目的とした

延長5.1kmの道路です。

山口県阿武郡阿武町木与～阿武郡阿武町宇田

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所測量、道路設計に着手します。

４．期待される整備効果

かせん

一般国道１９１号 木与防災 事業費３５０百万円 道-２０
きよ

あ ぶ

○国道１９１号の事前通行規制区間を
回避することにより、災害時の代替
路確保し、地域の安全安心を確保
します。

■地域の安心安全を確保

【写真①H23年土砂崩壊の状況

あ ぶ ちょう き よ あ ぶ あ ぶ ちょう う た

【写真②S55年土砂崩壊の状況

表１ 国道191号木与地区の災害等による
通行止め履歴（H18～H27）

N

あ
ぶ

あ
ぶ
ち
ょ
う

き
よ

起
点

山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
木
与

あ
ぶ

あ
ぶ
ち
ょ
う

う
た

終
点

山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
宇
田

発生
年度

件数 概要 全面通行止め時間

H21 1 事前通行規制 47時間（2.0日）

H22 1 土砂流出 153時間（6.4日）

H23 3 事前通行規制 187時間（7.8日）

H24 1 事前通行規制 9時間（0.4日）

H25 2 事前通行規制 35時間（1.5日）

H26 1 事前通行規制 16時間（0.7日）

合計 9 - 約447時間（約19日）■産業を活性化

○木与防災を整備することにより、定時性、
確実性が確保でき、物流活動を支援します。

木与防災 延長5.1km
きよ

きよ
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開通予定

当該箇所は、一般国道１９１号の長門市の中心に位置し、近傍に深川中学校が立地し、通学路
に指定されており、歩行者や自転車の通学通勤及び沿線住民の生活道路としても利用されている
箇所である。しかし、一部区間で歩道が整備されておらず、また、勾配が波打った形状の歩道とな
っており、安全性が確保されていません。

このため、歩行者が安全・安心に通行できる歩道の整備を行います。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

山口県長門市西深川

平成２９年度の完成に向け、歩道工事を推進します。

な が と

至萩市

至下関市

事業箇所

文深川中学校

至 萩市

至 下関市

通学路

191

西深川

上ノ原
正
明
市

事業箇所

文深川中学校

至 萩市

至 下関市

通学路

191

西深川

上ノ原
正
明
市

2500

325032501000

8250

750

歩道

計
画

1150325032501000

8650

現

況

R

430

I.P

I.A

T.L

C L

8°-38′-43″

32.503

76k500

76k600

700

76k600

100.0

76k500
82.1

76k700

99.3

1065-2
1065-6

1354-5916-6

916-3

927-4

1370-4
1370-2

1371-3
1373-4

1374-3
9

1411-1

B.
C

76
k 5

+ 2
. 7

 R
= 4

3 0

7 6
k5

+ 6
7 .

6

E.
C  

 R
=4

3 0

7 6
k 6

+5
3 0

  
R =

5 0
0

B .
C

E
.
C 

 
R
=5

0
0

7
6
k7

+1
4
.1

NO,191-075

二等水準点

山口191-76-3

至 萩市

至 下関市 長門市西深川上ノ原

至 長門市駅

JR山陰本線

至 黄波戸駅

電気：只の浜63
電話：境川22

電気：只の浜64
電話：境川23

電気：只の浜65
電話：境川24

水道管 DIPφ75
ケーブルφ25

76K600

至

萩
市

至

下
関
市

歩道整備Ｌ＝０．３２km

写真①

写真①

一般国道１９１号 西深川歩道整備 事業費１２百万円 道-２１
に し ふ か わ

に し ふ か わ

な が と ふかわ

－ 66 －



山陽小野田電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間
の確保並びに震災時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向
けたまちづくりの支援を目的とした事業です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

かせん

一般国道１９０号 山陽小野田電線共同溝 事業費３７２百万円 道-２２さ ん よ う お の だ

車道
歩道

電線共同溝

既設電柱、電線
（撤去）

さんよう お の だ

３．平成２９年度予定事業内容

４．期待される整備効果

・道路上から電柱や電線がなくなることにより、安全で快適な歩行空間の確保が図られ、震災時の

電柱倒壊による通行止めの心配がなくなるため道路の防災性が向上します。また、電線がなくな

ることにより、良好な都市景観の向上が期待されます。

事業推進

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

山口県山陽小野田市西高泊地内
さん よう お の だ にし たか どまり

平成３０年度の電柱撤去に向け、

調査設計、支障移転補償、本体工事、

引込管工事、連系管路工事、連系設

備工事、路面復旧工事を推進します。

≪現地状況≫

至 下関市

至 宇部市

≪イメージ図≫

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

○道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を

閉塞させるおそれがあるほか、歩行者等の通行や良好な都

市景観の形成の妨げとなっています。

≪整備の必要性（イメージ写真）≫
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トラック・バス渋滞ポイントにおける対策 道-２３

新 規

各県単位で、道路管理者、警察
等から構成される渋滞対策協議会
において、効果的な対策を検討・
実施しています。

この渋滞対策協議会とトラックや
バス等の利用者団体との連携を強
化し、利用者目線で対策箇所を特
定した上で、即効性のある渋滞対
策を実施します。

２．主な事業箇所・事業内容

１．事業の概要

国道２号長府駅前交差点
（山口県 下関市）

<<右折レーンの増設を予定 >>

国道５３号津島京町交差点
（岡山県 岡山市）

<<右折レーンの増設を予定 >>

至 津山市

渋滞状況

みぞかわ あだかえひがし
つ し ま きょう まち

さ きお ぐら ちょうふえきまえ

トラックやバス等
利用者団体と連携

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

・地域の課題を共有することで道路管理者と
道路利用者間での議論を促進

渋滞対策の推進体制

渋滞状況

至 呉市

至 竹原市

国道１８５号先小倉交差点
（広島県 呉市）

<<右折レーン・左折レーンの増設を予定 >>

渋滞状況

至 北九州市

至 山陽小野田市

国道９号出雲郷東交差点
（島根県 松江市）

国道９号溝川交差点
（鳥取県 鳥取市）

渋滞状況 渋滞状況 至 東出雲IC

至 松江市街

<<直進左折レーンの増設を予定 >><<左折レーンの増設を予定 >>

至 鳥取市街

至 米子市

至 岡山市街

－ 68 －



事業推進

４．期待される整備効果

山陰地方は国内海上輸送網のミッシングリンクとなっており、境港周辺の企業は非効率な輸送を強い

られています。また、既存施設の老朽化や背後用地の不足、船舶航行の安全性の課題から、施設の移

転・集約が急務となっています。さらに、境港に定期就航している船舶が利用している岸壁は非耐震で

あり、大規模地震発生時の物流・人流機能の確保が課題となっています。

このため、新たな内貿RORO船や既存施設の移転・集約に対応したターミナルを整備・耐震強化する

ことで、境港のふ頭再編を行い、物流機能の効率化、山陰地方の産業競争力強化を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県境港市

３．平成２９年度 予定事業内容

岸壁（水深10m）の整備に必要な地盤改良工事を推進します。

境港ふ頭再編改良事業 事業費１，０００百万円 港-１さ か い こ う

本事業により、山陰地方の国内海上輸送網のミッシングリンクが解消され、海上物流機能が向上し
境港背後圏をはじめとした周辺地域の産業競争力強化が図られます。

さかいみなと

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

岸壁（水深10m）

ふ頭用地

旅客上屋

泊地（水深10m）外港竹内南地区
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完成予定

４．期待される整備効果

浜田港福井地区は、国際コンテナ貨物や、石炭、原木等を扱う主要ふ頭を擁しているが、福井地区と

背後圏を結ぶ臨港道路福井１号線は、国道９号接続部周辺において、増加する港湾車両の渋滞が慢

性化しています。また、同地区には耐震強化岸壁が整備されていることから、大規模地震時において、

耐震強化岸壁と背後圏とを結ぶ円滑な輸送路の確保が必要となっています。

このため、本事業では浜田港周辺で整備が進められている山陰自動車道等の道路ネットワークと連

携し、更なる増加が見込まれる港湾貨物の安全かつ効率的な輸送を図るため、また、大規模地震時の

緊急物資等の円滑な輸送を図るために、浜田港福井地区において臨港道路の整備を行います。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市

３．平成２９年度 予定事業内容

臨港道路福井4号線の舗装工事等を推進します。

浜田港臨港道路整備事業 事業費１，０００百万円 港-２は ま だ

本事業により、山陰自動車道等の道路ネットワークの効果を最大限に活用することが可能となり、輸
送コストの削減、利用企業の国際競争力強化を通じ、地域産業の発展、雇用の確保等に寄与します。
また、大規模地震発生時には、福井地区の耐震強化岸壁を活用した緊急物資輸送等を通じて、背後
圏の経済活動を出来る限り早期に回復することに寄与します。

は ま だ

浜田港ＩＣ

原井IC

山陰自動車道県道浜田港インター線
（供用中）

国際物流ターミナル
(水深14m、7.5m（耐震）)

（供用中）

終点

起点

臨港道路福井1号線

国道9号

1号橋(仮称)

2号橋(仮称)

3号橋(仮称)

臨港道路福井4号線
（整備中）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

福井地区
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事業促進

４．期待される整備効果

島根県東部に位置する河下港は、石材、石灰石、スラグ、ＬＰＧ（液化石油ガス）などを扱う物流拠点

港であり、また、島根県地域防災計画で防災拠点として位置づけられている港です。

しかし、北西に開く湾口からの風浪による岸壁の稼働率低下が課題となっていることから、港内静穏

度の確保を図るための防波堤（沖）の整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県出雲市

３．平成２９年度 予定事業内容

防波堤（沖）の本体工事等を促進します。

河下港国内物流ターミナル整備事業（島根県）
事業費５２０百万円

港-３

本事業により、災害活動時の拠点港として地域全体の防災機能の向上に寄与します。
また、背後の荷主等事業者の物流機能の効率化が促進され、地域産業の競争力の強化に寄与しま

す

い ず も

かわしも

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

航路・泊地（水深7.5m）
（供用中）

防波堤（沖）
（整備中）

岸壁（水深7.5m）（耐震）
（供用中）

ふ頭用地
（供用中）

垂水地区
たるみ
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新規着手

４．期待される整備効果

水島港の背後地には穀物取扱企業が多数立地し、食料コンビナートを形成しており、中国・四国地方

の穀物輸入拠点として、重要な役割を果たしている。しかし、それら穀物取扱企業が利用するそれぞれ

の既存ターミナルは、大型穀物運搬船に対応しておらず、非効率な輸送が行われている。

一方、平成23年5月の「水島港」の国際バルク戦略港湾（穀物）の選定を契機として生産拠点の再編・

集約化が進んでおり、水島港の拠点化の進展に対応した穀物の大量一括輸送の実現が喫緊の課題と

なっている。

このため、穀物の安定的かつ安価な輸入の実現に向けて、企業間の連携による大量一括輸送に対応

した輸入拠点及び効率的な海上輸送ネットワークを形成するため、水島港水島地区及び玉島地区にお

いて、港湾施設の整備を行います。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県倉敷市

３．平成２９年度 予定事業内容

岸壁の本体工、航路及び泊地等の調査・設計を推進します。

水島港国際物流ターミナル整備事業 事業費１，９１０百万円 港-４

本事業により、中国、四国地方等の畜産業に必要不可欠な配合飼料の原料等として用いられる穀物
の企業間連携による大型穀物船を活用した共同輸送の進展への対応が可能となる。

く ら し き

みずしま

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県
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広島港宇品地区 事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業推進

４．期待される整備効果

完成自動車輸出用の自動車運搬船は、近年大型化が進み6万GT級が主流となっていますが、広島

港には対応する岸壁がないため、背後圏の自動車関連産業は非効率な海上輸送を強いられています。

また、海外向け自動車部品の輸出コンテナは近年増加していますが、狭隘なターミナルで一般貨物と輻

輳した荷役を行っています。一方、宇品地区の既設岸壁は、昭和30～40年代に建設された施設であり、

老朽化対策・耐震強化対策が求められています。

このため、自動車運搬船の大型化や完成自動車の輸出増大に早期に対応するため、既存ストックを

有効活用したふ頭再編を行います。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市

３．平成２９年度 予定事業内容

岸壁（水深12m）（改良）の整備に必要な既設構造物の撤去

工事等を実施します。

広島港ふ頭再編改良事業 事業費１９０百万円 港-６ひろしま

本事業により、完成自動車、自動車部品及びRORO貨物の効率的な海上輸送を実現し、地域基幹産
業の国際競争力の維持・強化を図ります。

ひろしま
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海面清掃船「おんど２０００」諸元

１．全長 30.70ｍ

２．全幅 11.60ｍ

３．深さ 3.34ｍ

４．総トン数 144トン

５．航行速力 14.5ノット

６．機関出力 749ｋW×2台

７．ごみコンテナ 25ｍ
３
×2台

鳥取県島根県

岡山県広島県山口県

担務海域

基地港

海洋環境整備事業 事業費８１百万円

海面清掃船「おんど２０００」により、『航行船舶の安全確保』 『海洋の汚染の防除』を目的に、海面に

浮遊するごみの回収を実施します。

本事業により、流木などを原因とする海難事故を未然に防ぎ、また、海岸等に漂着するごみの低減
にもつながることから、航行船舶の安全確保や海洋の汚染の防除に寄与しています。

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

広島県福山市沖 ～ 山口県柳井市沖

１．事業の必要性及び概要

４．期待される整備効果

担務海域（2,400k㎡）内の海面浮遊ごみの回収を実施します。

事業推進

H28.9撮影
海面清掃船「おんど２０００」

H28.7撮影
流木の回収状況

年度別回収量

累計

港-７
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広島空港滑走路改良整備事業 事業費４５６百万円 港-８

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

広島空港は、中国地方の拠点空港であり、背後圏の経済活動を支える重要な役割を担っています。

しかし、滑走路については、前回の舗装から約１０年が経過し、舗装の経年劣化による強度低下やひ

び割れなどが確認されたことから、航空機の安全運航を維持するため、老朽化した舗装の改良工事を

行います。

航空機の安全かつ安定した運航を確保することができるため、今後も国際・国内航空ネットワークの
拠点としての重要な機能を発揮することができます。

２．事業箇所

３．平成２９年度 予定事業内容

広島県三原市本郷町

老朽化対策
１．事業の必要性及び概要

４．期待される整備効果

滑走路について、痛んだ舗装を

切削した後、新たに舗装を行います。

滑走路改良箇所

ひ ろ し ま

舗装表面の経年劣化によるひび割れの発生
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事業推進

４．期待される整備効果

徳山下松港は背後に基礎素材型産業が集積しており、平成23年5月には、国際バルク戦略港湾（石

炭）に宇部港とともに選定される等、更なる発展が期待されています。

石炭を海外から直接輸入する企業は独自に石炭を調達しているところであるが、各社が利用するそれ

ぞれの既存ターミナルは、大型石炭運搬船に対応しておらず、積荷調整による非効率な輸送が行われ

ている状況にあり、大型石炭運搬船による効率的な輸送体制の確立が課題となっています。

このため、下松地区、徳山地区および新南陽地区において、国際物流ターミナルの整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県周南市、下松市

３．平成２９年度 予定事業内容

桟橋（水深19m）、岸壁（水深14m）、航路・泊地（水深14m）、岸壁（水深12m）の整備に必要な調査・設

計等を推進します。

徳山下松港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業
事業費１，０５０百万円

港-９

本事業により、石炭等のバルク貨物の安定的かつ低廉な輸送が確保されることにより、基礎素材型
産業の国際競争力強化を通じ、日本経済の発展、雇用の確保等に寄与します。

し ゅ う な ん

と く や ま く だ ま つ

く だ ま つ

新南陽地区
徳山地区

下松地区
岸壁（水深14m）（延伸）

航路・泊地（水深12m）（拡幅）

航路・泊地（水深14m）（拡幅)

航路（水深14m）(拡幅)

岸壁（水深12m）（延伸）

桟橋（水深19m）臨港道路

荷役機械
ふ頭用地

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県
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事業推進

４．期待される整備効果

岩国港は、石油化学コンビナート等を有する工業港であるとともに、国際コンテナ貨物の取扱港とし

て 地域経済を支える重要な役割を担う港です。

しかし、同港内のふ頭間を結ぶアクセスルートがないため、同港背後企業から発生する港湾関連車

両は、慢性的に混雑している国道2号を利用せざるを得ず、非効率な輸送形態となっています。また、

室の木地区から発生する港湾関連車両は、生活道路を通行せざるを得ないことから、周辺の生活環

境の改善が課題となっています。

このため、港湾貨物の輸送円滑化を図るため、臨港道路の整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県岩国市

３．平成２９年度 予定事業内容

臨港道路の下部工事等を推進します。

岩国港臨港道路整備事業 事業費６００百万円 港-１０

本事業より、ふ頭間の臨港交通ネットワークの構築による物流効率化を通じて、背後企業の国際競
争力強化に寄与します。また、生活道路を通行していた港湾関連車両の通行ルートが新たに確保され
ることにより、生活環境の改善に資することが期待されます。

い わ く に

いわくに

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

Ⅰ期
L＝1.2km

Ⅱ期
L＝0.4km

Ⅲ期
L＝1.3km装束地区

装港地区

室の木地区

岩国市道を利用する
港湾関連車両

国道2号線混雑状況
（新港４丁目付近）

至
広
島
市

国道２号
既設臨港道路
岩国市道
臨港道路（整備済）
臨港道路（整備中）
岩国港背後立地企業

新港地区
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老朽化対策

４．期待される整備効果

高度成長期に集中的に整備された港湾施設については、今後一斉に老朽化を迎えることが予測され、

これにより、社会資本のライフサイクルコストの増大、老朽化を起因とした事故等による国民への公共

サービスの低下などが大きな課題とされています。

このため、老朽化により港湾機能に支障が生じないよう、効率的・戦略的な港湾施設の老朽化対策

を実施します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

西郷港（島根県隠岐郡隠岐の島町）、広島港（広島県広島市、安芸郡坂町）、呉港（広島県呉市）、

徳山下松港（山口県光市）、岩国港（山口県岩国市）、三田尻中関港（山口県防府市）

３．平成２９年度 予定事業内容

港湾施設の老朽化対策事業 港-1１

本事業より、既設港湾施設の延命化およびライフサイクルコストの低減が図られます。

国 ：事業費６６０百万円
島根県：事業費１１０百万円
山口県：事業費４６０百万円

呉港

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

岩国港

三田尻中関港

広島港

徳山下松港

西郷港

臨港道路

西郷港 本港地区

上部工下面の劣化

上部工下面の劣化

西郷港（島根県事業） ：老朽化した臨港道路の対策に必要な撤去工事等を促進します。
広島港（直轄事業） ：老朽化した岸壁（水深7.5m）の対策に必要な改良工事を実施します。
呉港（直轄事業） ：老朽化した岸壁（水深10m）の対策に必要な舗装工事等、老朽化した岸壁

（水深4.5m）の対策に必要な本体工事等を実施します。
徳山下松港（山口県事業） ：老朽化した岸壁（水深7.5m）の対策に必要な舗装工事等を促進します。
岩国港（山口県事業） ：老朽化した岸壁（水深7.5m）の対策に必要な地盤改良工事等を促進しま

す。
三田尻中関港（山口県事業）：老朽化した岸壁（水深7.5m）の対策に必要な舗装工事等、老朽化した橋

梁の対策に必要な下部工事等を促進します。
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事業促進

４．期待される整備効果

旅客船ターミナルには、離島の玄関口となり生活を支えるものや、観光地への海上拠点とな
るものもあり、その利用者は多岐にわたります。

その旅客船ターミナルの中には、バリアフリーに配慮した構造になっておらず、高齢者・障害
者等の円滑な移動に支障があり、課題となっているものもあります。

このため、円滑な移動を確保し、全ての人が利用しやすい施設となるよう、バリアフリーに対
応した旅客施設を整備します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

来居港（島根県隠岐郡知夫村）

厳島港（広島県廿日市市）

３．平成２９年度 予定事業内容

来居港（島根県事業） ：バリアフリー対応に必要な、フェリーと旅客ターミナルをつなぐ連絡通路
の工事を促進します。

厳島港（広島県事業） ：バリアフリー対応に必要な調査・設計を促進します。

バリアフリー対応旅客施設整備事業 港-1２島根県：事業費１１８百万円
広島県：事業費 １８百万円

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

来居港

厳島港

く り い こ う

いつくしまこう

お き ぐ ん ち ぶ む ら

は つ か い ち し

高齢者・障害者のほか、近年急増する外国人観光客を含め、誰もが利用しやすい施設となり、
利便性が向上します。

［来居港］
勾配の急な船内階段（写真）を通
らなくてすむよう連絡通路を設置

［厳島港］

利用動線上に視覚障害者誘導用ブロックがなく、
雨に濡れると滑りやすい通路（写真）等を解消
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新規着手

４．期待される整備効果

鳥取地方検察庁は、建設後３９年が経過し、建具及び外壁の経年劣化が著しい状態です。

本事業では、庁舎での行政サービスが円滑に提供し続けられるよう、劣化の著しい建具及び外

壁を緊急的に改修します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市西町３－２０１

３．平成２９年度 予定事業内容

平成２９年度の完成に向け、工事を実施します。

かせん

鳥取地方検察庁の老朽化対策 事業費７７百万円 営-1
と っ と り ちほ う けんさ つ ち ょ う

とっとりしにしまち

鳥取地方検察庁において、行政サービスを円滑に提供し続けることができます。

鳥取地方検察庁（現況）

■構造・規模

庁舎：鉄筋コンクリート造地上４階地下１階

延べ面積３，３３３㎡

■工事概要

建具改修

外壁改修

■整備予定年度

平成２９年度
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新規着手

４．期待される整備効果

広島第２地方合同庁舎は、災害発生時における災害応急対策活動の拠点としての機能を有す

ることから、必要な耐震性能の確保を図るため、耐震化対策を実施します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市中区上八丁堀６－３０

３．平成２９年度 予定事業内容

平成３３年度の完成に向け、工事を実施します。

かせん

広島第２地方合同庁舎の耐震化対策 事業費１００百万円 営-2
ひろしまだいにちほうごうどうちょうしゃ

ひろしましなかくかみはっちょうぼり

広島第２地方合同庁舎が、災害発生時における災害応急対策活動の拠点として確実に機能する

ことができます。

広島第２地方合同庁舎（現況）

■構造・規模

庁舎：鉄骨鉄筋コンクリート造地上１１階地下１階

延べ面積１９，８４３㎡他

■工事概要

地下１階中間免震改修

■整備予定年度

平成２９年度～平成３３年度
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Ⅲ．社会資本総合整備事業の概要

１．社会資本総合整備事業
◇社会資本整備総合交付金は、国土交通省所管の地方公共団体向け個別

補助金を一つの交付金に原則一括し、地方公共団体にとって自由度が

高く、創意工夫を生かせる総合的な交付金として平成２２年度に創設。

◇活力創出、水の安全・安心、市街地整備、地域住宅支援といった政策

目的を実現するため、地方公共団体が作成した社会資本総合整備計画

に基づき、目標実現のための基幹的な社会資本整備事業のほか、関連

する社会資本整備等を総合的・一体的に支援。

◇平成２４年度補正予算において、地方公共団体が行う、地域住民の命

と暮らしを守る総合的な老朽化対策や、事前防災・減災対策の取組、

地域における総合的な生活空間の安全確保の取組を集中的に支援する

ため、防災・安全交付金を創設。

２．予算の概要

社会資本総合整備事業関係［２，５４０億円（０．９６）］

（再掲）
※「社会資本総合整備事業」は、「社会資本整備総合交付金」、「防災・安全

交付金」をいう。

１．概要

社会資本総合整備事業については、地方公共団体等が作成した社会資

本総合整備計画に基づき、同計画の目標を実現するための事業に対し、

地方公共団体の要望を踏まえ、下記の方針のとおり所要額を配分します。

２．配分方針

ストック効果を高めるアクセス道路の整備、重要交通網にかかる箇所

における土砂災害対策事業、ＰＰＰ/ＰＦＩの活用による民間投資の誘

発を促進する事業、立地適正化計画に適合する事業など、別添「社会資

本整備総合交付金、防災・安全交付金における配分の考え方」（国土交

通省HP－政策・法令・予算－予算・決算・税制等－平成29年度予算

「http://www.mlit.go.jp/page/kanbo05_hy_001196.html」の社会資本整

備総合交付金を参照）に記載する事業に特化して策定される整備計画等

に対して重点配分を行います。

－ 82 －



かせん

社会資本総合整備事業（鳥取県） 交-１

●社会資本整備総合交付金

○高速道路ICへのアクセス向上による地域活性化支援

【鳥取県及び２町】 計画期間：H25～H29

○倉吉打吹地区における住環境の整備とまちなみの保存・活用の推進

【鳥取県】 計画期間：H28～H32

事業費３３，１５８百万円

（社会資本整備総合交付金１０，２６１百万円、防災・安全交付金２２，８９７百万円）

商業の郊外化に伴い、地区の商業の停滞、人口の空洞化、高齢化が進んでいる。このため、住環境
の問題に対し地区内の街並みに配慮し、倉吉打吹地区特有の文化を取り入れ、往事をしのばせる生
活感あふれる町として、潤いと安らぎのある住環境の整備・活用するまちづくりを推進します。

「山陰自動車道」、「鳥取自動車道」などの高規格幹線道路とそれを補完する地域高規格道路など、
着実に整備が進められている高速道路ネットワークの整備に合わせ、高速道路ＩＣへのアクセス道路整
備を推進することで高速道路整備の効果を最大限に発揮し、広域観光支援など活力ある地域づくりの
ための基盤整備を図ります。

○境港市「さかなと鬼太郎のまち」活性化計画

【境港市】計画期間：H27～H31

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容 現況

整備イメージ

境港市は、漫画家「水木しげる氏」の出身地であり、これまで水木しげるロード及び周辺において妖
怪ブロンズ像や記念館整備、イベント等により観光振興を行ってきました。取り組み開始から２０年以
上が経過した現在、多くの来訪者を迎える空間としては、様々な不具合が生じています。さらに、通
過型の観光地であることも大きな課題となっています。
本事業により、境港市の地域資源である「妖怪」を通じてオンリーワンのまちづくりの推進、誰もが

安全で安心して訪れるまちの形成を行い、持続的な地域発展の実現を目指します。

水木しげるロードは車を優先した道路空間となっているため、景観や狭い歩行空間、休憩スペース
が乏しいなど、魅力的な歩行空間として課題を抱えています。

このため、道路空間の
修景、歩行空間の拡大に
よる歩行者優先の道路整
備、休憩スペースの整備
等により、安全ですべて
の人にやさしく、誰もが楽
しめる空間づくりを目指し
ます。

現状

整備イメージ

歩行者優先の道路整備イメージ
道路空間の修景・休憩スペース整備イメージ
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○鳥取県管理港湾及び境港における物流機能向上・施設の長寿命化による安全・安心な

港湾環境の創出（防災・安全）

【鳥取県及び境港管理組合】 計画期間：H27～H31

○米子駅周辺における安全・安心な歩行空間の創出（防災・安全）

【米子市】 計画期間：H28～H32

●防災・安全交付金

鳥取自動車道や山陰道、米子自動車道等の高速道路網に近接する鳥取県管理港湾（鳥取港・田後
港・米子港・赤碕港）及び境港は海陸交通の結節点であり、物流拠点や地域の重要な基盤産業の基地
港としての役割が今まで以上に期待されています。経年劣化による老朽化が進行している港湾施設の
改良を行うことにより、海上物流機能の確保や施設の延命化を図ります。

１．事業の必要性及び概要

港湾施設の維持管理計画に基づき既存の港湾施設の改良を行い、施設の長寿命化を図り、港湾

施設利用の利便性・安全性の向上を図ります。

２．事業内容（代表事業箇所）

○鳥取県における流域一体となった総合的な水域の安全・安心対策の推進（防災・安全）

緊急対策

【鳥取県及び米子市】 計画期間：H28～H32

交通結節点としての都市交通の円滑化、歩行者等の利便性の向上を図るとともに、バリアフリー化に
よる高齢者等の交通弱者に配慮した街づくりを行います。

地球温暖化に伴う集中豪雨の多発、海面上昇、都市化の進展による被害リスクの増大に対し、流域
が一体となって総合的な水域の対策を実施することにより、災害に強い地域をつくるとともに、良好な
水質環境を保持した安心安全な市民生活の確保を図ります。

あか さき

たじり

施設利用状況写真

老朽化現況写真 エプロン部の陥没 鋼管杭の老朽化
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かせん

社会資本総合整備事業（島根県） 交-２

●社会資本整備総合交付金

○尾道松江線沿線地域における観光ブランド力向上にむけた広域観光活性化計画

【島根県（広島県と連携）】 計画期間：H25～H29

○浜田開府400年を契機とした城山公園の整備

【島根県】 計画期間：H29～H32

事業費４４，４７５百万円

（社会資本整備総合交付金１４，７９２ 百万円、防災・安全交付金２９，６８３百万円）

「風光明媚な鞆の浦」、「世界遺産の石見銀山」、「出雲大社や尾道市周辺の神社仏閣」といった歴史
的資産など多くの観光施設を有する広島県と島根県が連携し、広域的な周遊観光ルートを形成するこ
とにより、広く地域外からの来訪者の増加を図り地域の活性化に寄与します。

このため、観光地周辺の道路を整備し尾道松江線沿線地域における観光ブランド力向上を図ります。

平成31年に迎える浜田開府400年を契機に、城山公園（都市公園）を「歴史文化の保存と継承の場」、
「学習・憩いの場」、「教育・観光・交流の拠点」として整備することにより、多くの市民や観光客に親しま
れ、郷土を愛する心を育むエリアとしての再生を図ります。

○産業活動を支えるIC等の重要交通拠点及び工業団地等へアクセスする道路の整備

【島根県】 計画期間：H26～H30

１．事業の必要性及び概要

整備が進みつつある山陰道等の高規格道路ネットワーク及び工業団地等へのアクセス道路を整備

することで、産業振興・観光振興を支え、地域経済を活性化し、豊かで活気のある地域を形成します。

２．事業内容（代表事業箇所）

代表事業箇所（江津市）

〈位置図〉

島根県

広島県

あさり わたづ

江津地域拠点工業団地

江津市中心部及び浜田市方面

から江津地域拠点工業団地への

アクセスの向上による産業基盤の

強化を図ります。
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○島根県内市街地における緊急輸送道路の無電柱化（防災・安全）

【島根県】 計画期間：H29～H33

●防災・安全交付金

○総合的な水の安全・安心基盤整備（防災・安全）緊急対策

【島根県及び１1市町】 計画期間：H29～H31

○総合的な水の安全・安心基盤整備（防災・安全）(重点)

【島根県】 計画期間：H28～H31

土砂災害（土石流・地すべり・がけ崩れ）から、地域住民の人命・財産を保全し、安全で安心して暮らせ

る地域づくりを行います。

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容（代表事業箇所）

かま て

鎌手診療所

かま て

鎌手保育所
（要配慮者利用施設）

かま て

鎌手中学校
（避難所）

かま て

鎌手小学校
（避難所）

かま て

鎌手地区振興センター
（避難所）

砂防堰堤整備

土砂災害警戒区域

西の谷川通常砂防事業

島根県内市街地について、島根県地域防災計画で指定している緊急輸送道路の電線類地中化等を
優先的に推進し、都市の防災機能の向上を図ります。

総合的な水の安全・安心基盤整備を実現することにより、清らかで親しみやすい水環境の創造と、災
害に強い地域を作り安全・安心で快適な生活の確保を図ります。
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かせん

社会資本総合整備事業（岡山県） 交-３

●社会資本整備総合交付金

○晴れの国おかやま生き活きプランによる「生き活き岡山」の実現

【岡山県及び１7市町村】 計画期間：H26～H30

○岡山県における県民の豊かな生活を確保できる港づくり計画

【岡山県】 計画期間：H27～H31

事業費４３，８２７百万円

（社会資本整備総合交付金１５，４４２ 百万円、防災・安全交付金２８，３８５百万円）

○倉敷市地域住宅等整備計画(重点計画）

【倉敷市】 計画期間：H29～H31

歴史・文化や地域の特性を活かした住み良い『倉敷の住生活』が享受できるまちを目指し、安心して

住み続けることができ、誰もが住み良い居住環境を守り・育む、住まい・まちづくりを進めます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容（代表事業箇所）

倉敷市営中庄団地【現状】

ＩＣアクセス道整備や渋滞対策、隘路対策等を実施し、物流円滑化により地域を支える産業の振興を
図るとともに、道路交通網の強化により安心で豊かさが実感できる地域の創造を図り、生き活き岡山を
実現します。

県内港湾の施設整備を実施し、物流機能の拡充・強化を図ることにより、地域経済の活性化・地域の
振興を図ります。

倉敷市営中庄団地【整備イメージ】

ＰＦＩによる公営住宅（倉敷市営中庄団地）の整備

※事業提案時の案であり、今後変更される可能性があります。
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○防災拠点公園の整備による災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）

【岡山市】 計画期間：H26～H30

●防災・安全交付金

○岡山県における土砂災害対策の推進（防災・安全）重点

【岡山県】 計画期間：H28～H31

○災害に強く安全・安心な道路ネットワークを形成する橋梁・トンネル等の長寿命化修繕

事業並びに橋梁の耐震強化、斜面の防災対策（防災・安全）

【岡山市】 計画期間：H26～H30

１．事業の必要性及び概要

都市公園事業においては、うるおいとやすらぎを実感できる都心環境の創造、市民が健康で安全に憩
える場所の提供に加え、防災機能の充実と評価を基本方針として、より一層の整備を進める必要がある
ことから、岡山西部総合公園において、拡大整備することで地域防災拠点としての機能充実を図ります。

２．事業内容（代表事業箇所）

近年増加傾向にある集中豪雨や台風などによる土砂災害リスクの増大に対し、土砂災害対策（ハー
ド）の推進を図ることにより、土砂災害に強い地域づくりを進めるとともに、県民生活の安全・安心の確
保を図ります。

近年、岡山市に甚大な被害をもたらすと予想される南海トラフへの備えとして、新しい日本のための優
先課題推進である道路ネットワークの防災・震災対策並びに道路の老朽化対策の取り組みを実施しま
す。

整備イメージ

－ 88 －



かせん

社会資本総合整備事業（広島県） 交-４

●社会資本整備総合交付金

○広島県における流域下水道事業の推進

【広島県】 計画期間：H27～H31

○直轄国道バイパス及び指定都市高速道路等へのアクセス向上に資する道路整備（Ⅱ期）

【広島市】 計画期間：H26～H30

事業費７２，１８６百万円

（社会資本整備総合交付金２２，９８６ 百万円、防災・安全交付金４９，２００百万円）

○広島駅周辺地区（２期）都市再生整備計画

【広島市】 計画期間：H28～H31

１．事業の必要性及び概要

1日当たり約14万人が利用するJR広島駅の周辺地区では、広島駅南口Ｂブロック及びＣブロックの

市街地再開発事業が平成28年に完了し、広島駅新幹線口の二葉の里地区の、土地区画整理事業

による基盤整備工事が平成26年3月に完了し、一部で建築工事が進捗するなど、基盤整備完了後の

まちづくりも着実に進んでいます。

こうした大規模開発の進む広島駅の新幹線口と南口を結ぶ、広島駅自由通路等を整備することに

よって、広島駅周辺の回遊性向上や陸の玄関にふさわしい新たな賑わい空間の創出を図ります。

２．事業内容（代表事業箇所）

新幹線口のペデストリアンデッキ
（H28完成）

工事中の自由通路

太田川、芦田川及び沼田川は、それぞれ本県を代表する河川であり、生活用水をはじめ、工業用水、
農業用水、として重要な水源となっています。また、各河川の流域は都市化が伸展しており、公共用水
域の汚濁が進行してきており、改善傾向にあるものの、引き続き改善が求められています。
このため、太田川、芦田川及び沼田川の各流域下水道事業により、広域的な下水道整備のスケール
メリットを働かせ、健全な水環境の回復を図ります。

直轄国道バイパスや指定都市高速道路等のICへのアクセス道路網を整備することにより、当該地
区に予想される交通需要を適正に配分し、交通環境の改善及び、広島都市圏内の連携の強化を図り
ます。

自由通路の完成イメージ
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○道路構造物の適確な維持管理の推進

【広島県及び２２市町】 計画期間：H25～H29

●防災・安全交付金

○被災地域を災害に強い安全なまちによみがえらせる復興まちづくり（防災・安全）

【広島市】 計画期間：H27～H31

平成26年8月に発生した広島豪雨災害で被害が大きかった地域について、防災に有効な都市基盤

施設整備を集中して行うことで、被災地の早期復興に寄与し、災害に強く安全・安心に暮らせるまちの

実現を目指します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容（代表事業箇所）

安佐南区 八木・緑井地区 長束八木線 Ｌ＝１．５ｋｍ ＜街路事業＞

雨水渠 Ｌ＝２．６ｋｍ ＜河川事業・下水道事業＞

雨水渠 Ｌ＝０．４ｋｍ

＜河川事業・下水道事業＞

川の内線 Ｌ＝０．２５ｋｍ

＜街路事業＞

ＪＲ可部線

国道５４号

梅林小学校

広島市が策定した「平成26年8月20日豪雨災害復興まちづくりビジョン」で位置付けている八木・
緑井地区の広域避難路となる都市計画道路の整備並びに豪雨時の水を安全に下流河川へ流出さ
せる雨水渠を同道路下に整備することで、防災機能の向上を図ります。
なお、雨水渠は下水道と河川の共同施設として整備することとしており、このうち河川事業は、平

成２７年度に創設された「河川・下水道一体型豪雨対策事業」制度を全国で初めて適用します。

雨水渠の延長には、雨水を集水するための管路等の延長も含む

各構造物の修繕計画に基づき、計画的かつ的確な道路構造物の修繕を行い、老朽化する社会資

本の再構築を図ります。

○広島県における安全な市街地の形成（防災・安全）（重点計画）

【広島県及び９市町】 計画期間：H29～H32

多数の者が利用する建築物等の耐震化を重点的に進めることにより，安全で安心できるまちづくり

を実現します。
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かせん

社会資本総合整備事業（山口県） 交-５

●社会資本整備総合交付金

○高速交通拠点や物流拠点へのアクセス向上による、やまぐちの産業力・観光力の強化

を図るみちづくり

【山口県及び山口市】 計画期間：H25～H29

○徳山駅を中心とした持続可能な集約型都市の形成

【周南市】 計画期間：H27～H31

事業費６０，３６５百万円

（社会資本整備総合交付金２０，２４３ 百万円、防災・安全交付金４０，１２２百万円）

【整備前】

○山口県における安全で安心な住まいづくりと住環境の向上

【山口県及び１９市町】 計画期間：H25～H29

１．事業の必要性及び概要

低額所得者や高齢者・子育て世帯等の住宅の確保に特に配慮が必要な方の居住の安定確保（住宅
セーフティーネットの構築） を図るため、公営住宅等整備事業や公営住宅等ストック総合改善事業等を

実施するとともに、地域の居住環境の整備改善に資する空き家の除却や有効活用を目的とした空き家
再生等推進事業、住宅・建築物の安全性を確保するため、耐震性の向上に資する住宅･建築物安全

ストック形成事業を実施します。

２．事業内容（代表事業箇所）

【整備状況】
※同住宅内の別棟

公営住宅（周南県営住宅）の整備

【住宅全体整備後イメージ】

レクリエーション及び交通拠点である「徳山駅周辺」、行政拠点である「市役所周辺」、文化拠点であ
る「徳山公園周辺」までの区間を周南市の都心軸として設定し、各拠点の強化と拠点間の連携効果に
より、中心市街地の活性化、広域的な拠点機能の向上、都市としての魅力の回復と向上を図ります。

山陽自動車道・中国自動車道のインターチェンジや岩国錦帯橋空港等の高速交通拠点及び港湾等
の物流拠点へのアクセス道路を整備することで、瀬戸内の基幹産業の強化や観光産業の振興を図り
ます。また、新山口駅の駅前広場及びアクセス道路を整備することで、新山口駅を中心とした交通結
節・アクセス機能の強化を図ります。
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●防災・安全交付金

○山口県沿岸地域における総合的な津波・高潮・老朽化対策の推進（防災・安全）

【山口県】 計画期間：H28～H32

○子どもたちが安心して通学でき、未来につながるやまぐちのみちづくり（防災・安全）

【山口県及び４市町】 計画期間：H25～H29

通学路の緊急合同点検等における要対策箇所について、歩道の整備、交差点改良等を行い、子供
たちが安心して通学できる通学路の整備を進めます。

今後発生する可能性が高い津波及び大型台風などの大災害に備え、特に津波・高潮の被害が懸念
される山口県沿岸地域において、住民の避難に資する社会資本の老朽化対策や事前防災・減災対策
等を一体的・総合的に実施し、安全・安心な地域づくりを実現します。

○山口県における総合的な水の安全・安心基盤整備の推進（防災・安全）

【山口県】 計画期間：H25～H29

平成21年7月中国・九州北部豪雨や平成25年7月豪雨などにより近年浸水被害や土砂災害が各地で多

発している現状を踏まえ、県下一円でハード整備として、土石流対策や砂防事業等を行うことで土砂災

害を防ぎ、かつハザードマップの作成等のソフト対策を一体的に推進することにより、県民の生命と財

産を守り、県土の保全と活用を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容（代表事業箇所）

H25.7.28出水状況
（ＪＲ須佐橋梁より下流）

国道191号

須佐川 広域河川改修
Ｌ＝１．６ｋｍ

JR山陰本線

■：H25.7.28出水 浸水範囲

－ 92 －
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